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認
識
論
よ
り
見
六
る
相
饗
性
理
論
（
蓼
シ
ラ
↓

　
こ
れ
は
N
重
め
薄
野
。
川
肱
騎
畠
Φ
湾
。
㌶
謡
急
銭
辞
導
o
O
ユ
9

国
母
内
6
謹
誘
駄
纂
ゲ
Φ
○
歴
O
署
し
。
O
ぴ
O
切
①
鍾
勲
包
憐
一
同
q
Φ
爵
く
O
P
図
H
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

霧
稗
∩
霧
警
2
貧
℃
§
）
の
紹
介
一
ε
云
ふ
よ
り
は

抄
謬
に
近
い
」
も
の
で
あ
る
Q
マ
ー
エ
ン
既
に
逝
き
ナ

ト
ル
プ
既
に
老
い
だ
る
今
日
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ヒ
派
の

有
力
な
る
代
表
者
た
る
ヵ
ソ
シ
ラ
ー
が
、
本
書
に
於

て
此
派
の
認
識
論
上
の
立
場
か
ら
、
相
甥
性
理
論
の

認
識
論
的
意
義
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
内
容
は
次
の
七
項
か
ら
成
っ
て
み
る
〇

一
、
尺
度
概
念
及
事
物
概
念
（
諸
9
轟
ぴ
①
σ
q
鼠
潮
　
毒
鳥

　
U
一
⇒
σ
q
σ
o
σ
q
ユ
浮
）
’

二
、
相
醤
性
理
論
の
各
賞
的
並
に
概
念
的
根
祇
（
U
け

　
0
8
℃
三
ω
2
9
　
葺
己
9
鵬
二
霞
博
9
2
　
0
償
曇
窪
濃
。
雄

八
二

岡
　
野
　
留
　
次
　
郎

　
警
触
労
Φ
目
舞
｛
く
搾
鋒
も
・
爵
8
憎
δ
）
．

三
．
哲
學
的
興
理
概
念
と
相
樹
性
理
論
（
U
興
讐
劉

　
一
g
O
覧
誌
9
0
ノ
く
鉱
回
ニ
リ
。
酵
ぴ
。
σ
q
h
漆
毒
匹
籍
Φ
閃
。
一
9
－

　
銑
く
謬
駒
冨
δ
財
O
O
氏
O
ご

四
、
物
質
、
　
エ
ー
テ
ル
、
塞
問
（
鼠
警
。
臨
Φ
㎞
》
亀
器
♪

　
園
碧
ヨ
）

五
、
批
判
的
槻
念
論
の
塞
間
及
晴
間
概
念
ご
相
饗

　
性
理
論
　
（
O
窪
　
潤
器
ヨ
ー
岳
筏
N
①
搾
σ
Φ
σ
q
謄
瑛
良
窪

　
昇
誌
瓜
ω
0
げ
O
P
H
創
O
巴
一
ω
ヨ
自
q
Q
二
置
飢
　
鼠
O
　
閃
Φ
鼠
識
く
紫
N
酔
需
－

　
鋳
o
o
瓢
⇔
）
．

山
ハ
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
・
及
非
ユ
ー
ク
フ
ツ
ド
幾

　
機
長
（
国
鐸
誓
湯
冨
§
儀
　
三
一
。
窪
出
三
急
臼
。
・
。
冨

　
O
o
9
5
9
臨
。
）
．
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七
、
相
封
性
理
論
ご
相
樹
性
の
問
題
（
営
。
舛
巴
9
穿
歴

　
雛
密
爵
o
o
嵩
。
≡
凱
　
鉱
器
　
℃
触
。
ぴ
一
〇
巳
像
巽
夘
。
㌶
高
く
憎

　
銭
ε

嘲
、
尺
度
概
念
ご
事
物
概
念

　
カ
ン
ト
が
基
礎
を
語
い
だ
認
識
批
鯛
が
f
カ
ン
ト
哲

學
が
ニ
ュ
ー
ト
ン
物
理
學
の
蓄
學
的
定
礎
に
あ
っ
た
ざ
し

て
一
i
ニ
ュ
ー
ト
ン
争
端
目
聾
し
い
転
轍
を
遽
げ
、
且
叉

最
近
に
至
っ
て
は
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
の
相
野
性
理
論
に
依

っ
て
維
瞼
し
た
物
理
玉
上
の
根
本
問
題
の
墨
黒
に
醤
し
て

樹
能
く
置
ハ
任
務
に
堪
へ
…
得
る
か
否
か
、
こ
れ
心
胆
醤
性
理

論
に
依
っ
て
提
供
せ
ら
れ
た
認
識
下
下
の
問
題
で
あ
り
、

奨
解
決
の
如
何
が
臆
て
認
識
論
鋼
の
蓮
命
の
岐
路
で
あ
る

ご
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

　
飯
で
、
我
々
は
先
づ
一
般
に
認
識
読
捨
が
科
學
上
の
學

説
に
締
し
て
如
何
な
る
態
度
を
取
る
べ
き
か
を
明
に
し
て

置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
併
し
、
こ
の
こ
ご
は
既
に
カ
ン
ト

　
　
　
　
　
認
識
論
よ
q
兄
象
る
相
野
性
理
論
（
カ
ッ
シ
ラ
ー
）

が
、
悟
性
の
纒
験
に
謝
す
る
態
度
、
悟
性
の
薗
然
に
饗
す

る
能
心
血
に
就
い
て
述
べ
て
み
る
所
に
明
示
さ
れ
て
居
る
所

で
あ
る
。
帥
ち
其
態
度
は
、
先
生
に
饗
す
る
生
徒
の
態
度

で
は
な
く
、
謹
入
に
樹
す
る
判
事
の
態
度
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
か
や
う
な
態
度
を
以
て
相
謝
性
原
理
に
樹
す

る
時
、
如
何
な
る
瓢
に
向
っ
て
認
識
蘭
評
便
を
下
す
べ
き

か
を
決
定
す
る
こ
ε
が
出
煮
る
で
あ
ら
う
。
其
黙
ビ
は
即

物
理
的
醤
象
性
の
問
題
で
あ
る
。
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
は
、

彼
の
理
論
の
本
質
的
結
果
は
、
時
塞
か
ら
物
理
的
樹
象
性

の
一
最
絡
の
獲
留
物
を
取
去
っ
た
黙
に
あ
る
ご
自
ら
唱
へ
て

居
る
の
で
あ
る
が
、
此
主
張
は
、
認
識
批
劃
の
領
域
に
於

て
、
果
し
て
如
何
な
る
問
題
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
か
。

叉
諏
識
批
判
の
側
よ
り
し
て
、
此
結
果
を
如
何
に
債
値
付

け
る
べ
き
で
あ
る
か
。

　
所
で
先
づ
注
意
す
べ
き
は
、
物
理
的
…
封
象
性
の
意
義
で

あ
る
。
こ
れ
は
物
理
學
者
に
取
っ
て
は
何
等
問
題
に
な
ら

な
い
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
、
認
識
批
割
に
取
っ
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
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正
し
く
此
庭
に
問
題
が
伏
在
す
る
の
で
あ
る
。
抑
々
物
理

一
的
鋼
象
…
ざ
は
何
一
を
幽
温
撫
す
る
か
Q
繍
…
じ
て
底
魚
殊
ビ
は
何
を

意
昧
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。
之
は
決
し
て
夫
定
身
に
興
へ

ら
れ
元
八
熊
で
は
な
い
。
理
念
的
見
地
の
撰
澤
に
從
っ
て

種
々
の
勤
象
の
…
世
，
界
が
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
几
て
の

科
學
が
、
屡
的
な
駈
與
の
混
沌
か
ら
．
其
特
有
な
形
式

概
念
に
從
っ
て
構
成
す
る
時
、
夫
々
の
科
學
の
婁
象
の
世

父
が
成
立
つ
。
夫
故
に
物
理
的
樹
象
性
は
、
淡
し
て
戚
畳

的
知
畳
的
世
界
の
現
實
的
事
物
を
意
幽
す
る
も
の
で
は
な

い
。
質
量
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
子
、
豊
野
グ
ル
等
の
概
念

は
、
瀕
し
て
事
物
概
念
で
は
な
い
。
威
畳
的
内
容
で
は
な

く
し
て
、
理
論
的
定
立
で
あ
う
、
構
成
で
あ
る
。
軍
に
戚

豊
的
な
も
の
を
可
量
的
の
も
の
ビ
し
、
之
に
依
っ
て
物
理

的
勤
象
界
を
繕
成
す
る
理
論
的
定
立
に
外
な
ら
な
い
。
夫

故
に
物
理
三
者
に
取
っ
て
は
，
其
式
遍
在
は
直
接
知
畳
的

内
容
た
る
現
實
在
ご
は
全
然
異
っ
た
も
の
で
、
徹
頭
徹
尾

高
接
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
四

今
相
勢
性
理
諭
が
時
塞
か
ら
其
物
理
的
下
節
性
を
奪
取

つ
た
ε
云
ふ
な
ら
ば
、
其
意
味
は
、
そ
れ
で
あ
る
か
ら
し

て
、
時
塞
か
ら
素
朴
實
在
論
の
意
昧
で
の
事
物
性
を
奪
取

し
淀
ご
云
ふ
よ
り
以
上
の
意
味
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
Q

帥
換
言
す
れ
ば
、
時
塞
は
從
來
も
今
も
等
し
く
尺
度
概
念

或
は
尺
度
形
式
ε
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
…
從

來
考
へ
ら
れ
て
る
た
よ
う
は
高
次
の
尺
度
概
念
で
あ
り
、

尺
度
形
式
た
る
事
が
主
張
せ
．
ら
れ
て
る
る
も
の
ご
見
ね
ば

な
る
ま
い
Q

　
併
か
し
、
凡
べ
て
の
物
理
酌
思
惟
が
、
此
物
理
的
饗
象

性
の
意
昧
を
充
分
明
確
に
貞
画
し
つ
、
あ
っ
だ
ご
は
思
は

れ
な
い
。
軍
に
物
理
的
醤
象
を
把
捉
す
る
思
想
上
の
概
念

的
道
具
に
過
ぎ
な
い
尺
度
概
念
を
ば
、
袷
も
實
禮
的
現
實

性
を
有
す
る
か
の
や
う
に
考
へ
、
之
に
實
在
性
を
賦
與
す

る
事
に
依
っ
て
、
其
確
實
性
を
糟
し
得
る
も
の
㌧
如
く
誤

解
せ
ら
れ
た
事
が
屡
々
で
あ
っ
淀
。
そ
れ
は
、
物
質
。
原

子
、
エ
ー
テ
ル
等
の
概
念
の
歴
史
を
見
れ
ば
思
年
ば
に
過
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ぐ
る
も
の
が
あ
ら
う
。
殊
，
に
近
代
物
理
學
上
の
本
來
の
樹

象
概
念
詰
る
運
鋤
の
概
念
の
螢
展
の
歴
史
に
於
て
、
我
々

は
此
閣
係
を
最
も
明
に
看
取
す
る
の
で
あ
る
。
古
代
の
物

理
學
の
見
方
で
は
、
場
所
は
一
定
の
物
狸
的
性
質
を
備
へ

て
居
る
Q
此
．
慮
こ
か
其
塵
ご
か
は
濁
立
的
實
在
ご
し
て
、

特
種
の
カ
を
欝
欝
さ
れ
た
。
所
が
コ
ペ
ル
ニ
カ
ス
の
革
命

が
、
此
古
代
希
臓
入
の
世
界
像
の
唯
一
の
頼
、
と
し
て
來
海

面
實
な
蜜
在
性
を
全
然
破
砕
し
汚
し
た
。
ギ
ル
ベ
ル
ト
が

ア
ソ
ス
ト
タ
レ
ス
流
の
物
理
學
に
漏
し
て
主
張
し
た
の
は

場
所
に
醤
し
て
賦
與
さ
れ
π
カ
の
否
定
ご
、
自
然
力
の
物

禮
に
於
け
る
内
存
ご
で
あ
っ
た
。
ケ
プ
ラ
ー
は
凡
べ
て
の

場
研
規
定
を
精
紳
の
作
業
こ
し
て
説
明
し
た
。
更
に
ガ
フ

レ
イ
に
至
っ
て
場
所
は
全
然
其
實
在
性
を
失
ひ
、
客
船
餉

物
理
的
實
在
性
は
、
場
所
か
ら
場
所
墾
化
郎
蓮
動
に
移
っ

た
の
で
あ
る
。
所
が
此
庭
に
於
て
も
亦
等
加
蓬
運
動
及
惰

盤
の
概
念
に
於
て
登
見
さ
れ
た
新
し
い
尺
度
が
、
同
時
に

其
中
に
實
在
性
の
確
立
を
俘
ひ
、
惰
牲
運
動
は
物
禮
の
眞

　
　
　
　
　
認
識
譲
よ
“
見
れ
ろ
祁
謝
性
理
論
（
カ
ッ
シ
ラ
ー
）

の
内
的
性
質
ε
し
て
、
こ
れ
に
選
ω
8
び
に
從
厨
す
る
も

の
ご
思
惟
さ
れ
穴
。
こ
れ
に
依
っ
て
見
れ
ば
、
近
代
の
物

理
的
思
惟
は
、
H
方
場
所
及
蓮
動
の
相
墨
性
の
思
想
を
鏡

く
把
捉
し
て
居
π
ε
同
時
に
、
他
方
蓋
果
だ
徹
底
的
な
露

結
に
詩
界
き
行
か
な
か
っ
た
事
を
示
す
も
の
ビ
云
っ
て
よ

い
。
一
然
る
に
此
惰
性
粟
者
も
物
禮
の
書
斎
的
野
厩
的
性

質
で
な
く
、
一
定
の
尺
度
の
自
庸
な
る
確
立
ご
解
せ
ら
れ

る
な
ら
ば
、
こ
・
、
に
初
め
て
運
動
の
法
則
の
統
一
的
膿
系

的
把
捉
に
達
し
得
る
の
で
あ
る
。
惰
性
を
尺
度
概
念
こ
し

て
確
立
す
る
所
に
、
其
興
實
の
物
理
的
實
在
性
は
根
援
を

置
く
。

　
以
上
は
只
物
理
的
思
惟
の
滋
藤
の
一
方
向
に
過
ぎ
な
い

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
依
っ
て
見
て
も
物
理
的
思
惟
の
一

般
的
傾
向
は
略
推
察
す
る
に
難
く
な
い
で
あ
ら
う
。
郎
物

理
的
思
惟
が
縫
験
的
所
與
へ
歩
み
寄
る
前
に
、
そ
は
稼
め
測

定
の
尺
度
形
式
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

自
然
の
出
來
事
を
測
定
す
る
滋
具
は
、
時
計
や
、
物
謄
…
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
五
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尺
度
で
は
な
い
。
之
等
の
中
に
表
は
さ
れ
て
居
る
概
念
的

要
素
で
あ
る
。
自
然
現
象
の
蕪
　
多
性
ご
愛
化
性
の
間
に
あ

っ
て
、
思
惟
が
確
認
な
立
場
を
得
る
は
、
只
自
己
の
カ
に

よ
る
。
此
立
場
の
懇
懐
は
全
然
自
己
影
身
の
カ
、
自
己
自

身
の
働
き
な
の
で
あ
る
。
固
よ
り
此
璽
決
定
は
纒
験
を
全
然

顧…

ｶ
せ
す
に
は
行
は
れ
な
い
、
　
即
槻
測
の
法
則
的
連
關
を

顧
み
な
い
で
は
行
は
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
併
し
凡
て
の
槻

測
が
種
々
の
概
念
的
表
出
に
撃
て
現
は
さ
れ
て
居
る
限
り

は
、
黒
蓋
の
合
法
的
軍
閥
の
盤
系
的
統
一
ざ
完
結
ご
は
論

理
的
輩
一
性
に
号
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
論
理
的
思
惟

が
其
要
求
に
從
っ
て
、
其
簡
軍
こ
す
る
基
礎
關
係
、
尺
度

關
…
係
に
熱
型
を
緩
し
た
な
ら
ば
、
内
容
的
に
も
新
し
い
世

界
像
が
成
立
す
る
筈
で
あ
る
Q
世
界
像
の
腸
管
に
依
っ
て

併
し
乍
ら
、
以
前
に
確
立
さ
れ
た
経
験
の
醐
係
が
其
要
當

性
を
失
ふ
ビ
云
ふ
の
で
は
な
い
。
新
し
い
概
念
的
言
語
に

現
は
さ
れ
る
事
に
依
っ
て
、
同
時
に
新
し
い
意
昧
連
閣
に

入
り
込
む
の
で
あ
る
。
物
理
的
思
惟
の
要
求
は
、
無
限
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
六

課
題
の
解
決
に
突
進
す
る
の
で
あ
っ
て
、
経
験
ε
概
念
、

事
實
ざ
假
説
と
の
聞
の
不
断
の
動
揺
は
、
物
理
的
思
惟
の

領
域
に
行
は
る
、
具
芳
書
の
思
惟
運
動
で
あ
る
。
混
沌
た

る
現
象
の
世
界
に
思
惟
は
其
立
場
を
確
保
す
る
。
併
し
そ

は
尊
影
の
立
場
を
意
即
し
な
い
。
そ
は
第
二
第
三
第
四
の

立
場
に
依
っ
て
論
理
的
に
深
め
ら
れ
鋼
約
せ
ら
れ
る
ご
共

に
、
物
理
的
醤
象
の
世
界
は
盆
舟
其
範
團
を
振
張
す
る
。

從
來
の
法
則
で
設
脇
の
幽
凍
な
い
新
し
い
事
實
が
現
は
れ

て
、
今
迄
の
思
惟
の
立
場
が
維
持
せ
ら
れ
な
く
な
る
や
否

や
、
思
惟
は
新
し
い
立
場
を
准
己
禽
身
の
中
に
見
串
す
◎

か
や
う
に
し
て
古
い
立
場
は
新
し
い
立
場
の
中
に
暴
揚
せ

ら
れ
、
’
凡
て
の
経
験
的
欝
象
は
、
此
立
場
の
開
園
に
旋
回

す
る
の
で
あ
る
。

　
か
や
う
に
見
て
く
れ
ば
、
凡
て
の
物
理
的
帯
説
を
認
識

論
的
に
叙
述
し
且
接
壌
す
る
と
云
ふ
事
は
、
夫
赦
に
、
此

評
説
が
凡
て
の
現
實
的
可
能
的
現
象
の
全
禮
を
如
何
な
る

回
轄
申
心
の
周
園
に
旋
回
せ
し
め
て
居
る
か
を
呈
示
す
る
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に
あ
る
で
あ
ら
う
O

　
　
　
　
剛
閥
、
相
…
封
目
理
論
の
経
験
的

　
　
　
　
　
　
並
に
概
念
的
根
祇

　
威
性
ご
理
性
、
戚
畳
ご
思
惟
こ
の
周
に
濾
し
た
プ
ラ
ト

ー
や
カ
ン
ト
の
見
解
は
、
永
久
に
失
は
れ
な
い
意
義
を
持

つ
で
あ
ら
う
。
戚
露
命
ε
論
理
主
義
ざ
の
差
は
．
威
蝿
的

概
測
の
結
果
を
、
思
惟
は
軍
に
連
絡
す
る
に
過
ぎ
な
い
ご

見
る
か
、
或
は
、
思
惟
は
自
己
特
有
の
尺
度
を
以
て
之
に

鋤
す
る
ご
見
る
か
に
あ
る
。
物
理
的
理
論
の
成
立
の
上
に

全
然
思
惟
の
意
義
を
見
放
さ
う
こ
し
た
り
、
或
は
、
全
然

戚
性
的
根
襟
を
こ
れ
か
ら
放
遽
し
や
う
ビ
す
る
所
に
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

の
で
は
な
い
。
カ
ン
ト
が
凡
て
の
認
識
は
纒
験
ご
共
に
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ま
る
、
広
し
、
必
ず
し
も
凡
て
経
験
か
ら
登
生
し
來
る
も

の
で
な
い
ご
云
っ
た
の
は
正
し
く
此
論
理
的
懸
念
的
の
見

地
を
正
確
に
語
る
も
の
で
あ
る
Q

　
今
相
勤
性
理
論
の
成
立
の
起
源
を
究
明
す
る
な
ら
ば
、

　
　
　
　
　
認
識
論
よ
り
見
象
る
掘
蟄
性
理
論
（
カ
ヅ
シ
ラ
ー
）

経
験
ご
概
念
ご
の
間
に
存
す
る
満
船
係
が
最
も
明
に
せ
ら

れ
る
で
あ
ら
う
。
プ
ラ
ト
ー
が
曾
て
示
し
た
や
う
に
、
戚

畳
の
間
に
存
す
る
矛
盾
が
思
惟
の
畳
醒
者
ご
な
る
の
た
あ

る
。
即
相
論
性
理
論
の
篭
知
者
こ
な
っ
た
経
験
的
根
祇
は

光
五
戸
恒
常
の
原
理
ご
、
機
械
學
に
於
け
る
相
甥
原
理
ε

の
聞
に
有
す
る
矛
盾
で
あ
っ
だ
。
そ
し
て
此
矛
眉
の
解
決

に
際
し
て
相
読
性
原
理
の
取
っ
た
道
は
、
纒
験
を
積
盤
し

或
は
實
験
に
訴
へ
る
事
に
依
っ
た
の
で
は
な
く
、
物
理
學

上
の
根
本
概
念
の
膿
系
を
批
判
的
に
二
形
す
る
に
あ
っ
だ

帥
此
矛
盾
に
依
っ
て
危
瞼
に
瀕
し
た
こ
見
え
た
統
一
を
維

持
し
、
且
一
層
深
く
一
履
確
實
に
こ
れ
を
根
膿
付
け
る
爲

に
、
種
々
の
膿
系
に
於
け
る
塞
聞
及
時
間
量
に
醤
す
る
尺

度
償
値
の
一
様
性
を
捨
て
た
の
で
あ
る
。
此
古
典
的
機
械

學
よ
り
特
殊
相
樹
性
原
理
へ
な
さ
れ
た
こ
同
一
の
歩
み
が

特
殊
相
醤
性
原
理
か
ら
一
般
相
事
忌
原
理
へ
の
移
り
行
き

に
於
て
も
経
験
さ
れ
た
。
　
即
特
殊
相
欝
佐
原
灘
に
於
て
は

一
方
光
學
及
電
力
學
の
實
験
的
歌
態
か
ら
生
す
る
内
容
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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盤

硅
素
の
主
張
が
あ
り
、
他
方
旨
然
法
則
の
形
式
其
者
に
於

て
提
起
す
る
要
求
が
あ
る
Q
此
異
っ
た
こ
つ
の
履
に
属
す

る
之
等
の
豫
想
が
末
だ
優
別
せ
ら
れ
す
に
密
に
融
合
し
て

居
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
明
に
無
蓋
せ
ら
れ
る
事
に
依

っ
て
、
形
式
的
原
理
が
實
質
的
原
理
の
上
位
を
占
め
る
所

に
、
一
般
相
樹
性
原
理
の
成
し
就
け
た
本
質
的
進
歩
が
有

す
る
。
光
蓮
度
の
値
常
性
は
最
早
・
や
無
制
限
の
蔓
當
性
を

有
し
な
い
。
重
カ
ポ
テ
ン
シ
ヤ
ル
に
依
存
す
る
Q
帥
新
し

い
理
論
的
測
定
瓦
焼
の
獲
得
ご
共
に
、
前
に
は
絶
醤
的
ご

認
め
て
も
よ
か
つ
だ
量
債
値
が
、
軍
に
相
盛
的
な
或
制
限

の
下
に
於
て
の
み
二
三
で
あ
る
規
定
ビ
塗
す
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。

　
一
般
相
野
性
原
理
の
本
誌
の
核
心
、
．
此
原
理
が
凡
べ
て

の
現
象
を
し
て
其
周
團
に
回
縛
せ
し
め
る
や
う
な
中
心
黙

は
、
漸
或
特
殊
な
山
畢
物
－
例
へ
ば
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
に
書
す

る
太
腸
、
ニ
ュ
ー
る
ン
に
謝
す
る
恒
星
天
の
如
き
一
で

は
な
い
。
興
の
國
強
．
9
魯
暮
は
或
種
の
根
本
關
係
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
八

重
数
的
依
懲
性
で
あ
る
、
事
物
概
念
を
失
へ
ば
、
同
時
に

科
學
帥
眞
理
一
般
の
確
實
な
函
嶺
を
失
ふ
ご
考
へ
る
も
の

に
あ
っ
て
は
、
此
一
般
相
醤
性
原
理
の
成
途
げ
た
結
果
に

饗
し
て
疑
惑
ご
奇
異
の
思
ひ
を
禁
じ
得
な
い
も
の
が
あ
る

か
も
知
れ
な
い
◎
併
し
認
識
批
判
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、

語
誌
逆
理
的
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
若
し
一
般
相
醤
性
原
理
の
主
張
の
下
に
、
自
然
概
念
の

統
一
が
失
は
れ
た
ε
考
へ
る
も
の
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
は

全
然
こ
の
原
理
を
理
解
し
な
い
も
の
で
あ
ら
う
。
此
原
理

の
激
へ
る
所
は
、
薗
然
現
象
の
客
量
的
な
一
義
的
な
表
現

に
到
達
せ
ん
が
爲
に
は
、
一
定
の
關
電
炉
系
に
於
け
る
測

定
に
依
っ
て
得
た
時
塞
贋
値
を
ば
、
直
に
唯
｝
姜
當
的
、

．
蝋
般
蔓
當
的
の
も
の
ε
し
て
評
凝
し
て
は
な
ら
な
い
、
其

科
學
的
面
容
に
際
し
て
は
、
常
に
其
測
定
が
行
は
れ
π
髄

系
の
蓮
動
三
態
を
考
慮
の
中
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ビ
云
ふ
に
あ
る
〇
　
一
難
ル
の
測
定
膿
系
か
ら
出
古
す
れ
ば
、

健
闘
平
緒
す
る
経
験
的
の
尺
度
償
値
は
、
最
絡
の
自
然
債



271

値
を
意
味
て
る
も
の
で
は
な
い
。
我
々
が
臼
然
燈
系
ビ
長

け
る
も
の
は
、
或
一
つ
の
塩
断
懸
垂
か
ら
成
途
げ
ら
れ
た

測
定
を
他
の
關
係
陰
嚢
に
於
け
る
測
定
ご
契
合
し
、
槻
念

上
之
を
結
合
す
る
時
に
初
め
て
成
立
す
る
。
カ
ン
ト
が
「
直

観
の
雑
多
の
中
に
綜
合
的
統
鳳
を
作
り
出
し
た
時
に
我
々
、

は
醤
象
を
認
識
す
る
」
ご
云
っ
た
意
昧
は
之
に
外
な
ら
な

い
○
帥
全
一
の
槻
察
に
於
て
具
へ
ら
れ
だ
尺
度
規
定
を
、

夫
自
身
で
完
了
し
た
一
つ
の
全
膿
の
中
に
統
一
す
る
事
に

依
っ
て
甥
象
が
認
識
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
蓋
し
プ
ラ
ン
ク
が
云
ひ
現
は
し
た
や
う
に
、
戚
畳
的
世

界
像
の
擬
製
ま
義
か
ら
逃
れ
る
事
が
物
理
學
本
家
の
課
務

で
あ
る
ご
す
る
な
ら
ば
、
相
醤
蝦
原
理
は
正
し
く
、
此
擬

人
主
義
の
繋
退
を
成
型
げ
だ
も
の
で
あ
る
。
機
械
學
的
世

界
概
は
凡
て
の
存
在
双
出
通
事
を
運
動
に
融
解
す
る
事
に

依
っ
て
、
威
望
ざ
云
ふ
質
的
要
素
の
代
b
に
蝋
般
に
量
的

便
値
を
麗
く
事
に
依
っ
て
、
擬
人
主
義
に
打
勝
つ
た
。
然

る
に
此
蓮
動
に
適
用
せ
ち
れ
る
尺
度
が
爾
或
種
の
制
限
的

　
　
　
　
認
識
諦
よ
り
見
表
る
根
封
性
理
論
（
カ
ッ
シ
ラ
ー
）

豫
想
ε
結
議
し
て
居
る
事
を
知
る
な
ら
ば
、
擬
人
主
義
は

更
に
一
歩
を
撃
退
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
思
惟
さ
れ

た
数
學
的
方
程
筑
の
髄
系
に
依
っ
て
規
定
さ
れ
た
結
含
統

一
が
戚
畳
的
に
制
約
さ
れ
た
尺
度
軍
資
に
代
蟹
せ
し
め
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
隅
『
哲
學
的
眞
理
概
念
ご

　
　
　
　
　
　
相
封
性
理
論

　
古
代
懐
疑
論
に
現
は
れ
た
認
識
の
相
馬
性
は
消
極
的
な

も
の
で
あ
る
。
凡
て
の
認
識
は
最
絡
の
眞
理
の
把
捉
か
ら

引
離
さ
れ
て
み
た
。
一
定
の
制
約
の
下
に
の
み
輿
へ
ら
れ

る
認
識
は
、
此
制
約
を
離
れ
て
物
自
禮
を
把
捉
す
る
山
畢
は

駈
詮
不
可
能
ご
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
々
に
輿
へ

ら
れ
る
も
の
は
、
只
印
象
の
普
遍
的
居
合
に
過
ぎ
な
い
ご

考
へ
て
、
か
や
う
な
懐
疑
論
の
主
張
に
は
、
其
一
面
の
興

理
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
素
朴
實
な
論
が
假

定
す
る
や
う
な
、
事
物
に
從
属
す
る
星
野
的
性
質
は
最
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
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や
維
持
せ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
そ
は
軍
な
る
關
係
の
総

計
に
融
解
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
近
代
自
然
科
覇

者
も
亦
此
黙
に
於
て
は
一
致
す
る
。
　
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ッ
が
物

理
的
光
學
提
要
の
中
に
遽
べ
で
居
る
や
う
に
、
「
我
々
が
事

物
に
蹄
し
て
居
る
性
質
は
、
悉
く
夫
等
の
事
物
が
我
々
の

戚
畳
か
、
或
は
他
の
自
然
の
事
物
に
及
す
影
響
を
示
す
に

外
な
ら
な
い
」
の
で
あ
る
。
併
し
事
物
の
絶
劃
性
を
磨
棄

す
る
事
は
、
秘
し
も
認
識
の
客
槻
性
を
放
棄
す
る
事
を
意

味
し
な
い
。
庖
然
認
識
に
取
っ
て
は
、
眞
に
客
槻
的
な
も

の
は
、
事
物
で
な
く
て
法
則
で
あ
る
。
経
験
的
要
素
内
の

墾
化
は
客
槻
的
に
眞
實
な
認
識
の
可
能
を
拒
否
す
る
も
の

で
は
な
い
。
要
素
の
檀
常
性
絶
樹
性
は
磨
棄
せ
ら
れ
る
Q

併
し
法
則
の
持
績
性
ご
必
然
性
ご
は
獲
得
せ
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
古
代
懐
疑
論
は
、
事
物
の
絶
謝
的
性
質
の
認
識
を

憧
憬
し
た
が
爲
に
、
一
切
の
認
識
が
此
憧
憬
を
満
足
せ
し

め
な
か
っ
た
時
に
、
必
然
的
に
懐
疑
論
ビ
な
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
然
る
に
一
度
蔚
物
の
絶
甥
的
性
質
、
認
識
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

醤
す
る
此
憧
…
憬
其
者
が
不
合
理
で
あ
る
ビ
の
事
に
思
ひ
至

れ
ば
、
懐
疑
論
は
暖
炉
昧
を
失
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
併
し
更
に
一
歩
を
進
め
て
考
へ
れ
ば
、
か
や
う
な
法
則

認
識
の
一
般
性
馬
匹
性
を
保
謹
す
る
も
の
は
果
し
て
何
か

我
々
の
認
識
は
何
等
合
法
期
的
の
も
の
で
な
く
支
離
滅
裂

で
あ
り
、
塞
間
的
時
間
的
に
引
離
さ
れ
だ
個
々
の
規
定
に

過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
普
遍
的
な
思
惟
形
式
は
か
や
う

な
個
々
者
の
認
識
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
一
般

的
客
槻
的
の
法
則
性
は
、
夫
故
に
、
遽
に
得
ら
れ
な
い
も

の
ε
な
り
は
し
な
い
か
。
之
部
ヒ
ュ
ー
ム
の
導
い
た
近
代

懐
疑
論
の
露
結
で
あ
る
。
古
代
の
懐
疑
論
者
は
事
物
の
絶

懲
性
を
把
捉
せ
ん
ε
し
て
、
現
象
の
相
慢
性
の
前
に
戸
惑

う
だ
。
而
し
て
近
代
懐
疑
論
者
は
、
法
期
の
絶
鋤
性
を
得

ん
ビ
し
て
、
戚
畳
の
絶
島
的
個
々
規
定
の
前
℃
立
っ
て
立

ち
棘
ん
だ
の
で
あ
る
。
彼
に
あ
っ
て
は
事
物
の
確
實
性
、

之
に
あ
っ
て
は
、
因
果
園
聯
の
確
實
性
が
疑
は
し
く
な
る
Q

　
併
し
乍
ら
此
ヒ
ュ
ー
ム
の
懐
疑
が
其
根
底
に
横
へ
て
居
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る
絶
醤
的
な
戚
々
ざ
云
ふ
假
定
に
思
を
致
す
な
ら
ば
、
此

懐
疑
論
の
姪
楷
か
ら
逃
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
外
的
存
在
に

も
せ
よ
、
内
的
存
在
に
も
せ
よ
、
総
じ
て
事
物
的
存
在
に

曝
し
て
絶
壁
性
を
許
容
せ
ん
ビ
す
る
問
は
、
認
識
の
相
謝

性
に
懐
疑
論
的
加
映
…
を
帯
び
來
る
は
免
れ
得
な
い
蓮
罪
な

の
で
あ
る
。
思
惟
が
其
論
理
的
公
理
の
要
求
に
從
っ
て
、

興
理
を
純
粋
關
係
の
膿
系
と
し
て
登
画
す
る
事
を
以
て
満

足
す
る
間
は
、
其
範
域
内
に
於
て
完
全
な
確
實
性
を
以
て

活
躍
す
る
。
一
等
猫
断
的
懐
疑
論
者
の
主
張
す
る
眞
理
概

念
に
卓
立
し
て
、
批
評
的
槻
念
論
が
主
張
せ
ん
こ
す
る
眞

理
概
念
は
、
何
等
か
の
意
味
に
於
て
の
超
越
的
客
槻
に
依

っ
て
、
規
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
却
っ
て
眞
理
概
念

、
其
者
の
中
に
醤
象
概
念
を
規
定
せ
ん
こ
す
る
の
で
あ
る
。

絶
封
的
事
物
に
し
ろ
、
戚
豊
画
所
與
に
し
ろ
、
之
を
模
爲

す
る
所
に
認
識
の
客
槻
性
が
確
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
却
っ
て
思
惟
其
者
の
機
能
の
中
に
外
層
概
念
が
基
け

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
や
う
な
考
察
を
初
め
て
明
瞭
に
示

　
　
　
　
　
認
識
論
よ
り
見
雲
ろ
相
勘
性
理
論
（
カ
ッ
シ
ラ
ー
）

し
た
の
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
で
あ
り
、
其
思
想
の
登
展
者

は
カ
ン
ト
で
あ
る
。
カ
ン
ト
に
至
っ
て
認
識
の
相
野
性
は

古
代
近
代
雨
懐
疑
論
者
よ
り
遙
に
包
括
的
な
意
味
を
有
す

る
。
併
し
そ
れ
ご
同
時
に
そ
は
積
極
的
の
意
味
を
保
有
す

る
の
で
あ
る
。

　
鞍
壷
醤
性
理
論
の
舞
茸
の
跡
を
見
る
時
は
、
認
識
の
模

叢
説
よ
り
機
能
説
へ
の
進
展
が
明
瞭
に
且
意
識
的
に
成
途

げ
ら
れ
て
居
る
の
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
物
理
學
が
絶
樹

塞
間
の
要
求
を
推
持
す
る
限
り
、
、
一
蓮
動
膿
を
種
々
の
關

係
母
系
か
ら
観
察
す
る
に
從
っ
て
生
す
る
種
々
の
曲
線
路

の
、
何
れ
が
果
し
て
其
本
來
の
眞
な
る
蓮
動
を
表
示
す
る

も
の
で
あ
る
か
ε
云
ふ
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
叉

或
種
の
特
灌
膿
系
に
の
み
姜
離
す
る
叫
定
の
塞
時
の
尺
度

債
値
が
、
他
よ
り
も
高
い
客
槻
的
斜
壁
即
値
を
保
有
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
相
即
性
理
論
は
此

例
外
を
腰
棄
す
る
。
併
し
乍
ら
相
封
性
理
論
は
之
に
依
っ

て
、
古
代
懐
疑
論
の
如
く
、
何
人
に
も
現
す
る
所
直
に
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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躍　
　
人
に
翼
な
り
ご
主
張
す
る
の
で
は
な
い
、
只
一
定
の
膿
系

　
　
に
於
て
の
み
要
當
す
る
現
象
を
、
科
學
の
意
味
に
於
て
眞

　
　
理
ご
す
る
事
は
出
豪
な
い
、
経
験
の
包
括
的
な
最
絡
の
表

　
　
現
と
見
倣
す
る
は
出
來
な
い
ビ
云
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
最
絡

　
　
の
包
括
的
な
法
則
性
は
、
凡
て
の
可
能
的
腔
系
の
観
察
測

　
’
量
の
結
果
の
相
互
的
携
列
に
依
っ
て
の
み
弼
達
し
得
ら
れ

　
　
る
も
の
で
あ
る
。
．
即
物
理
層
的
醤
象
を
規
定
す
る
に
、
威

　
　
回
雪
形
象
的
性
質
に
於
て
せ
す
、
自
然
法
則
の
統
一
に
依

　
　
つ
て
せ
ん
ご
す
る
も
の
で
、
之
全
然
批
評
的
槻
念
論
の
主

　
　
張
す
る
興
理
概
念
欝
象
概
念
ご
一
致
す
る
も
の
ご
云
は
ね

　
　
ば
な
ら
な
い
。
批
評
的
観
念
論
に
依
れ
ば
、
醤
象
ご
は
戚

　
　
豊
的
表
象
が
模
寓
す
る
原
物
を
意
味
し
な
い
一
つ
の
概
念

　
　
で
あ
る
、
「
之
ご
關
製
す
る
事
に
依
っ
て
表
象
が
綜
合
的
統

　
　
一
を
有
し
震
る
所
の
概
念
」
で
あ
る
。
此
概
念
を
高
樹
性

　
’
理
論
は
、
方
程
式
及
任
意
の
代
入
に
劃
し
て
不
攣
な
方
程

　
　
式
の
騰
系
の
形
で
與
へ
る
。
か
く
し
て
與
へ
ら
れ
だ
相
甥

　
　
性
は
決
し
て
普
蓮
の
意
昧
の
圭
観
化
で
は
な
い
、
純
論
理

的
な
も
の
で
あ
る
。

九
二

四
、
物
質
、
エ
ー
テ
ル
、
空
間

物
理
的
概
念
に
は
二
種
あ
る
。
一
は
扁
般
的
根
本
圖
式

を
現
し
、
他
は
物
理
的
饗
象
が
表
現
せ
ら
れ
る
實
在
の
特

殊
規
定
性
並
に
其
性
質
に
聾
す
る
。
時
塞
の
概
念
は
前
者

に
馨
し
物
理
學
可
能
の
豫
想
で
あ
る
。
ヘ
ル
ツ
は
機
械
學

の
原
理
を
新
し
く
根
底
付
け
た
人
で
あ
る
が
、
彼
は
此
根

標
付
け
に
三
通
を
庭
2
窪
し
、
笙
は
∴
三
七
ン
の
騰

系
に
於
て
與
へ
ら
れ
た
も
の
で
、
塞
問
時
間
、
力
及
物
質

の
概
念
を
根
抵
に
置
く
も
の
、
第
二
は
、
揚
場
時
間
物
質

及
工
、
矛
ル
ギ
ー
の
概
念
を
呉
羅
に
置
く
も
の
、
第
三
は
、

ヘ
ル
ツ
自
ら
支
持
す
る
も
の
で
、
塞
間
時
聞
及
質
量
の
三

つ
の
概
念
を
根
祇
ご
す
る
ビ
述
べ
て
み
る
。
然
る
に
相
醤

性
理
論
出
で
、
此
ヘ
ル
ツ
の
見
解
は
打
破
さ
れ
る
の
運
命

に
遭
遇
し
た
Q

　
今
歴
史
を
通
槻
す
る
に
物
理
學
の
心
得
概
念
の
確
立
に
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は
こ
黒
鴨
が
根
本
の
動
機
の
如
く
見
え
る
。
古
代
原
争
論

に
於
て
は
、
自
然
の
直
槻
及
概
念
は
充
満
ご
潜
門
の
二
元
の

上
に
根
祇
を
置
く
。
デ
カ
ル
ト
は
物
理
的
思
惟
の
二
元
性

を
哲
禁
漁
に
征
服
し
や
う
ご
し
た
Q
物
禮
の
物
理
的
存
在

と
延
長
の
幾
何
學
的
存
在
と
が
同
M
の
掛
象
を
形
く
る
。

物
膿
の
里
親
は
其
塞
問
的
幾
何
學
的
の
規
定
の
中
に
露
す

る
。
然
る
に
ニ
ユ
奮
ト
ン
は
此
デ
カ
ル
ト
派
の
前
提
を
箏

ひ
、
再
び
二
元
論
の
見
地
に
立
露
つ
た
。
一
方
に
は
塞
間

他
方
に
は
之
に
入
り
込
む
質
料
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
取
っ
て

は
、
デ
モ
ク
フ
ト
ス
に
取
っ
て
ε
同
じ
く
、
物
質
ビ
塞
間

ビ
は
、
充
満
ご
塞
虚
の
如
く
、
我
々
に
取
っ
て
捕
捉
す
る

・
事
は
班
坐
る
が
、
如
何
に
し
て
も
亙
に
還
元
す
る
事
の
出

來
な
い
物
理
的
者
の
最
終
の
要
素
な
の
で
あ
乃
。

　
然
る
に
最
近
の
物
理
學
の
獲
展
に
於
て
は
、
其
方
法
的

見
地
に
於
て
正
し
く
デ
カ
ル
ト
に
至
ら
む
ε
し
つ
、
あ
る

か
に
見
え
る
。
物
質
ご
塞
麗
な
る
概
念
の
問
に
、
「
場
」
な

る
概
念
が
現
は
れ
る
。
物
質
を
力
線
か
ら
構
成
し
て
み
る

　
　
　
　
　
認
識
論
よ
り
見
象
る
絹
封
性
理
論
（
カ
ヅ
シ
ラ
ー
）

フ
ァ
ラ
デ
ー
に
於
て
は
、
カ
の
場
は
物
質
の
上
に
支
へ
ら

れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
却
っ
て
物
質
が
特
殊
の
債
値
を
持

つ
場
の
位
置
に
外
な
ら
ぬ
。
叉
ミ
盲
に
依
っ
て
提
出
さ
れ

た
電
動
力
學
の
根
祇
に
立
て
ば
、
物
質
は
場
か
ら
構
成
さ

れ
て
居
る
ビ
云
は
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
b
相
鋤
魅
理
論
に

以
て
は
、
四
次
元
の
塞
時
雑
多
性
の
内
的
量
關
係
の
考
察

及
分
析
の
中
に
同
時
に
重
力
の
謎
も
推
知
せ
ら
れ
る
。
同

一
の
規
定
が
削
方
で
は
四
次
元
の
測
定
塞
間
の
尺
度
的
性

質
を
、
他
方
で
は
重
力
場
の
物
質
的
性
質
を
現
は
す
。
夫

故
に
新
し
い
物
理
學
の
立
場
は
、
塞
間
、
物
質
、
カ
を
亙

に
食
立
な
物
理
的
醤
象
一
般
ビ
し
て
認
め
る
の
で
は
な
い

凡
て
一
定
の
函
数
關
係
で
あ
る
。
之
を
現
は
す
所
の
關
係

豊
里
の
異
る
に
從
っ
て
異
っ
た
表
現
を
持
覚
す
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。

　
統
一
的
物
理
的
理
解
の
爲
に
、
物
質
ご
塞
間
の
二
元
論

が
後
退
す
る
ご
共
に
、
物
質
ご
カ
ご
の
反
鋤
も
棄
て
あ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
從
來
の
哲
學
的
思
辮
に
於
て
も
此
努
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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は
な
器
れ
な
い
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ビ
は
本
質
的
に

異
っ
た
見
地
及
動
機
か
ら
し
て
、
近
代
物
理
學
は
此
樹
立

を
征
服
せ
ん
ご
し
た
、
ヘ
ル
ツ
に
於
て
は
、
半
間
時
間
の

基
礎
概
念
の
外
に
質
量
の
概
念
の
み
が
機
械
學
の
罐
系
蘭

構
成
に
入
込
む
の
で
あ
る
。
一
般
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
に
於
て

は
、
惰
性
的
質
量
は
、
主
こ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
定
要

素
こ
し
て
、
郎
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
能
力
要
素
ご
し
て
現

は
れ
る
Q
物
質
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
…
以
外
に
一
特
殊
〔
の
麿
ハ
羅
ご
認

め
る
事
を
避
け
る
。
然
る
に
相
…
封
性
理
論
に
至
っ
て
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
保
有
の
命
題
ご
、
質
量
保
有
の
命
題
ビ
を
唯
一

の
命
題
に
融
合
せ
ん
ご
す
る
の
で
あ
る
。
二
子
ル
自
重
内

容
が
一
定
額
丈
附
す
れ
ば
、
質
量
も
亦
同
じ
意
味
に
於
て

墾
化
す
る
。
夫
君
に
質
量
の
若
立
的
不
痩
性
は
只
見
か
け

に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
既
に
カ
ウ
フ
マ
ン
の
實
験
に
依

っ
て
電
子
の
質
量
は
不
攣
で
な
く
、
其
速
度
が
光
誤
長
に

近
く
ご
共
に
其
糖
度
に
慮
じ
て
迅
蓮
に
増
加
す
る
事
が
明

に
せ
ら
れ
π
。
電
子
は
何
等
物
暫
｛
的
の
意
味
を
持
た
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

只
電
磁
的
質
量
を
班
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
郎
．

從
來
は
只
物
質
の
根
本
的
の
叢
誌
的
核
心
ご
見
ら
れ
た
も

の
が
、
電
磁
場
の
方
程
式
に
融
解
せ
ら
れ
た
Q
然
る
に
相
・

…樹

ｫ
理
論
は
此
同
二
方
向
に
更
に
一
歩
を
進
め
る
。
」
即
惰
…

性
運
動
ざ
重
力
現
象
こ
の
等
償
値
を
確
立
す
る
。
同
一
の

現
象
を
二
時
は
純
惰
性
運
動
ε
し
て
、
或
時
は
重
力
の
場

の
影
響
を
受
け
る
一
運
面
こ
し
て
考
察
し
釧
断
ず
る
事
が

毘
來
る
、
此
鋼
断
の
嗣
一
性
が
惰
性
現
象
霊
重
力
現
象
ざ
の

物
理
的
同
一
性
を
根
諜
村
け
る
當
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ト
ン
に
於
て
は
重
力
は
本
質
的
の
性
質
で
は
な
か

つ
元
が
術
一
般
的
性
質
ご
し
て
考
へ
ら
れ
だ
。
然
る
に
ア

イ
ン
ス
タ
イ
ン
に
於
て
は
、
物
質
の
同
一
の
性
質
が
、
或

時
は
楕
性
こ
な
う
、
或
時
は
重
力
ε
し
て
現
は
れ
る
の
で

あ
る
。
相
封
性
理
論
の
根
蝶
こ
す
る
物
理
學
は
、
＋
入
世

紀
の
物
理
學
「
食
素
の
物
理
學
」
で
は
な
い
。
十
九
世
紀
の

中
頃
以
無
籍
解
し
來
つ
た
「
原
理
の
物
理
學
」
で
あ
る
。
一

定
の
假
説
的
の
物
素
の
如
き
存
在
か
ら
出
満
せ
す
、
特
殊



η

の
現
象
に
封
し
て
規
範
ご
し
て
見
倣
さ
れ
る
或
種
の
一
般

的
雑
嚢
か
ら
毘
馴
す
る
Q

　
此
相
封
性
理
論
の
螢
展
の
特
有
性
が
、
か
の
工
三
グ
ル

概
念
の
壌
棄
の
中
に
現
は
れ
て
る
る
。
最
初
に
エ
ー
グ
ル

は
経
験
的
に
與
へ
ら
れ
た
る
物
素
ご
似
た
も
の
ご
し
て
考

へ
ら
れ
た
。
完
全
な
非
家
縮
的
流
動
髄
に
比
し
或
は
完
全

な
弾
性
膿
ご
比
し
た
Q
然
る
に
か
や
う
な
比
喩
を
精
細
に

書
き
田
さ
う
ご
努
力
す
れ
ば
す
る
程
、
互
に
矛
盾
撞
着
す

る
性
質
を
統
一
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
明
ご
な
っ
た

此
矛
盾
冠
着
の
解
決
の
遣
を
何
れ
に
求
む
べ
き
か
Q
そ
れ

は
只
考
案
を
逆
轄
す
れ
ば
よ
い
。
師
工
ー
グ
ル
を
實
在
す

る
事
物
こ
し
て
、
其
性
質
を
尋
求
す
る
代
り
に
、
何
故
に

物
素
的
性
贋
を
持
つ
工
王
7
ル
な
る
特
殊
の
實
膿
を
要
求

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
を
反
問
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
Q

現
象
に
封
し
て
假
説
的
な
基
禮
を
案
爵
し
、
其
性
質
の
考

案
に
迷
ふ
代
）
に
、
物
理
學
は
純
粋
「
場
の
物
理
學
」
こ
し

て
自
己
を
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
我
々
は
習
慣
的

　
　
　
　
　
認
識
論
よ
り
見
六
る
相
封
性
理
論
（
カ
ッ
シ
ラ
ー
）

に
蓮
動
が
樹
果
7
ル
申
を
傳
播
す
る
ご
云
ふ
の
で
あ
る
が

鷺
験
に
於
て
現
は
れ
る
限
り
は
、
只
愛
化
の
傳
播
あ
る
の

み
な
の
で
あ
る
。
物
素
的
脚
病
表
象
は
屡
棄
さ
れ
、
批
鯛

的
函
数
概
念
が
勝
利
を
得
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
五
、
批
到
的
槻
念
論
の
時
聞
及

　
　
　
　
　
　
空
問
概
念
ご
相
封
性
理
論

　
我
々
は
進
ん
で
批
制
的
譲
文
論
に
於
け
る
蒔
塞
の
概
念

ご
相
馬
性
理
論
に
於
て
説
か
る
、
そ
れ
ご
比
較
し
て
、
其

差
異
を
明
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
薬
療
性
理
論
に
説

か
る
、
時
塞
の
”
概
念
は
飽
く
迄
経
験
的
時
塞
に
間
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
哲
學
上
に
云
は
る
＼
純
粋
車
回
及
純
輝
時

間
ビ
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
先
験
的
時
塞
の
概
念
は

先
験
的
溶
溶
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
概
念
の
特
殊
の

雁
占
用
に
船
す
る
も
の
で
は
な
い
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
先
験
的
哲
學
・
は
時
無
の
賀
春
を
如
何
な
る
意
味
に
於
て

も
云
冠
す
る
の
で
は
な
い
。
只
之
等
の
概
念
の
纒
験
的
認
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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識
構
成
℃
於
て
有
す
る
言
為
的
意
義
を
尋
ね
る
Q
塁
塞
は

如
何
な
る
意
昧
に
於
て
も
存
在
す
る
も
の
で
な
く
、
輩
に

経
験
可
能
の
條
件
に
過
ぎ
な
い
。
鋤
象
を
可
能
に
す
る
條

件
な
る
が
故
に
夫
憂
身
何
等
の
意
味
に
撃
て
も
樹
象
で
あ

り
得
な
い
。
批
制
哲
學
に
於
て
は
、
之
等
の
概
念
が
数
學

並
に
自
然
科
學
ご
導
け
ら
る
、
聖
断
の
集
合
禮
に
封
し
て

有
す
る
其
意
義
及
機
能
が
問
題
ビ
な
る
の
で
あ
る
。
暫
時

は
此
庭
に
於
て
は
輩
・
ζ
秩
序
形
式
で
あ
る
Q
其
中
に
秩
序

赫
け
ら
る
、
内
容
か
ら
逼
話
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
縮
謝
性
理
論
が
時
塞
の
事
物
的
統
一
を
破
棄
し
、
凡
て

の
時
質
的
測
定
は
そ
れ
が
企
て
ら
れ
る
膿
系
の
運
動
状
態

に
依
存
す
る
も
の
で
あ
う
、
無
限
に
異
つ
π
局
所
時
が
あ

る
の
み
だ
こ
主
張
．
す
る
に
し
て
も
、
之
は
時
間
の
機
能
的

統
一
を
破
棄
し
や
う
ご
云
ふ
の
で
は
な
い
。
既
に
ラ
ウ
エ

は
次
の
．
如
く
述
べ
て
居
る
、
「
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
の
思
想
の

大
膿
さ
ご
其
高
き
哲
學
的
主
義
は
そ
れ
が
有
ゆ
る
騰
系
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

要
撃
し
た
時
間
ご
云
ふ
傳
統
出
癖
見
を
捨
て
去
る
所
に
あ

る
。
此
理
論
は
我
々
の
全
思
想
を
強
制
し
て
力
張
き
鍵
革

に
赴
か
し
む
る
け
れ
ざ
も
、
そ
こ
に
は
何
等
の
認
識
論
上

の
増
配
を
含
む
も
の
で
は
な
い
。
何
者
時
貸
は
塞
問
ご
同

じ
く
カ
ン
ト
の
云
ひ
現
は
し
方
を
借
れ
ば
、
我
々
の
直
槻

の
形
式
で
あ
る
。
我
々
が
幾
來
事
を
其
中
で
統
整
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
一
の
圖
式
で
あ
る
Q
此
呉
羅
に
よ
っ
て
初

め
て
出
逢
事
は
主
槻
的
偶
然
的
聖
主
に
憂
し
て
客
槻
的
意

味
を
得
來
る
の
で
あ
る
。
此
統
整
は
只
自
然
法
則
の
維
験

的
知
識
の
根
援
の
上
に
成
途
げ
ら
れ
る
事
が
出
來
る
。
一

つ
の
天
理
に
於
け
る
観
測
さ
れ
遡
る
墾
化
の
場
撰
ご
時
問

ε
は
、
只
光
學
的
法
則
の
根
塵
の
上
に
確
立
さ
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
異
っ
た
運
動
こ
し
て
居
る
二
人
の
槻
測
者
が
、
，

各
自
自
ら
は
静
止
し
て
居
る
ざ
考
へ
て
居
る
場
合
に
、
同

一
な
自
然
法
則
の
根
祇
の
上
に
、
睡
蓮
の
統
整
を
異
っ
て

企
て
る
ご
云
ふ
こ
ビ
は
何
等
の
論
理
的
不
可
能
を
包
含
す

る
も
の
で
は
な
い
。
却
っ
て
膿
漏
…
襟
の
統
整
が
共
に
客
槻

7
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帥
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
何
者
縛
換
形
式
を
導
き
出

す
事
に
依
っ
て
、
之
等
爾
漕
の
各
々
か
ら
異
っ
た
運
動
を

す
る
他
の
擬
・
解
職
に
封
し
安
質
す
る
統
整
を
一
義
的
に
導

き
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
ご
Q
帥
時
間
の
統
一
ビ
は
尺

度
慣
値
の
一
様
性
で
は
な
い
。
統
整
の
同
格
的
一
義
性
で

あ
る
◎
夫
故
に
「
絶
樹
立
塞
間
は
一
つ
の
現
實
的
客
槻
的

事
物
の
概
念
で
は
な
く
し
て
、
一
つ
の
理
念
ビ
し
て
、
其

中
に
於
け
る
凡
べ
て
の
運
動
は
軍
に
相
野
的
こ
し
て
親
蔑

す
る
に
役
立
つ
規
範
こ
し
て
必
然
的
で
あ
る
Q
」
ご
カ
ン
ト

が
云
っ
て
居
る
が
、
か
や
う
な
理
念
ご
し
て
の
時
塞
の
論

理
的
普
遍
性
に
甥
し
て
は
、
相
封
性
理
論
も
決
し
て
反
延

す
る
も
の
で
は
な
い
。
只
塞
間
に
於
け
る
蓮
動
は
軍
に
相

互
的
に
の
み
槻
・
測
せ
ら
る
べ
き
だ
と
云
ふ
に
過
ぎ
な
い
。

物
理
學
者
に
取
っ
て
は
時
塞
は
墨
画
的
な
可
量
的
な
雑
多

性
で
あ
る
。
暫
學
者
に
取
っ
て
は
、
そ
は
只
形
式
、
様
式

に
過
ぎ
な
い
。
併
存
及
共
在
の
見
地
の
下
に
、
或
は
織
起

の
見
地
の
下
に
、
繹
験
を
統
一
す
る
機
能
、
こ
れ
即
「
主

　
　
　
　
　
認
識
論
よ
纏
見
九
ろ
絹
封
牲
埋
論
（
カ
・
ッ
シ
ラ
τ
）

親
の
形
式
し
と
し
て
の
時
津
の
下
に
理
解
せ
ん
ご
す
る
當

の
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
物
理
學
者
に
取
っ
て
は
概
念
の
具
膿
的
規
定
性
が
要
求

せ
ら
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
概
念
は
物
理
學
の
膿
系
の

中
に
入
込
む
こ
ビ
は
出
家
な
い
で
あ
ら
う
。
哲
學
者
に
取

っ
て
は
、
か
や
う
な
概
念
の
具
膿
的
規
定
性
に
鋼
す
る
物

理
學
者
の
要
求
を
否
定
す
る
こ
ご
が
必
要
な
の
で
は
な
い

否
認
條
件
的
に
こ
れ
を
是
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ

ら
ケ
。
併
し
其
の
本
質
上
主
張
す
る
所
は
、
之
ご
は
異
っ

た
問
題
提
織
の
層
の
上
に
立
つ
の
で
あ
る
。
師
暫
學
者
は

凡
べ
て
の
具
膿
的
規
定
は
、
其
論
理
的
根
痛
ご
し
て
、
最

終
の
論
理
的
規
定
を
要
求
し
、
之
を
認
め
な
い
で
は
凡
て

の
具
膿
的
規
定
が
其
意
味
を
失
ふ
で
あ
ら
う
事
を
主
張
す

る
Q
邸
爾
者
共
に
経
験
的
ご
槻
念
的
ε
の
統
一
を
目
指
す

に
し
て
も
、
物
理
學
は
墨
壷
的
の
具
膿
血
規
定
か
ら
槻
念

的
の
法
則
的
關
係
を
見
毘
さ
ん
ε
し
、
認
識
批
鋼
は
観
念

的
基
礎
か
ら
経
験
の
具
膿
的
規
定
の
基
く
所
を
關
明
し
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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う
ご
す
る
に
あ
る
。
　
豊
丸
及
時
塞
の
概
念
は
、
物
理
學
が

提
出
す
る
凡
て
の
疑
問
の
中
に
、
既
に
豫
想
こ
し
て
入
込

む
斯
の
根
本
要
素
た
る
を
示
さ
ん
ご
す
る
に
あ
る
。

　
物
理
學
は
一
方
に
於
て
は
慰
事
的
内
容
、
他
方
に
於
て

は
経
験
可
能
の
一
般
條
件
ε
し
て
現
は
さ
れ
得
る
形
式
原

理
に
結
び
つ
き
、
爾
者
を
庭
園
づ
け
る
所
に
其
任
務
を
有

す
る
。
併
し
此
場
合
戚
畳
的
内
容
を
統
整
し
行
し
思
惟
の

形
式
は
、
創
造
的
運
動
的
の
も
の
ビ
し
て
解
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
故
に
、
物
理
學
の
上
脇
は
輩
純
な
事
實
の
系

列
の
爽
児
の
歴
史
で
は
な
く
、
絶
え
ず
新
に
思
惟
手
段
を

登
輸
し
つ
、
進
歩
す
る
學
問
の
玄
奥
で
あ
る
。
即
物
理
的

思
惟
の
威
磯
艦
内
癖
を
征
服
し
行
く
概
念
の
登
展
は
科
耐

食
思
惟
の
方
法
、
思
惟
手
段
の
登
展
の
歴
史
ご
考
へ
ね
ば

な
る
ま
い
Q
然
る
に
之
等
の
種
々
の
思
惟
手
段
の
雑
多
な

る
獲
展
の
中
に
、
絶
え
ず
墾
ら
ざ
る
論
理
的
方
法
的
原
理

の
統
一
が
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
閑
閉
す
る
こ
ご
が
認
識

批
判
の
任
務
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
認
識
批
鋼
は
正
に
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

法
の
方
法
を
論
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
時
塞
の
概

念
が
か
や
う
な
方
法
の
方
法
ビ
し
て
、
其
有
す
る
論
理
的

本
質
を
明
に
す
る
こ
ε
が
糞
壷
れ
ば
、
認
識
批
鋼
の
問
題

は
そ
の
限
り
解
決
さ
れ
た
ε
云
っ
て
い
》
で
あ
ら
う
。

　
相
打
性
理
論
の
愚
行
し
だ
時
間
室
間
尺
度
の
分
析
に
於

て
、
此
根
本
閣
係
か
詳
細
に
追
究
せ
ら
れ
る
Q
相
醤
性
理

論
は
先
づ
同
時
な
る
概
念
を
直
接
輿
へ
ら
れ
π
宮
明
的
の

も
の
ご
せ
す
，
其
説
明
を
要
求
し
．
物
理
的
時
間
計
量
の

仕
方
に
於
て
之
を
具
禮
的
に
確
立
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る

が
、
此
庭
に
既
に
種
々
の
關
係
面
相
序
（
N
琴
辱
毎
お
）
の

一
定
形
式
こ
し
て
の
時
塞
が
入
込
ん
で
み
る
ε
見
ね
ば
な

る
ま
い
。
既
に
局
所
時
な
る
概
念
其
者
の
中
に
爾
潜
が
直

接
定
立
せ
ら
れ
て
居
る
ご
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
で
は
な
い

か
。
何
者
、
畑
中
に
或
一
定
の
逓
別
さ
れ
た
「
此
虜
」
の
中

に
、
或
一
定
の
涯
別
さ
れ
た
「
今
」
を
確
保
す
る
可
能
性
が

主
張
さ
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
進
ん
で
相
醤
性
理

論
は
光
蟹
散
の
法
則
に
秘
す
る
一
定
の
断
定
を
基
礎
こ
し

．
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て
物
理
的
定
義
を
確
立
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
此
虎
に

は
既
に
我
々
が
「
光
」
ご
名
け
て
居
る
一
定
の
状
態
が
、
種

々
の
場
班
に
於
て
、
一
定
の
鋭
感
に
三
っ
て
、
後
顧
的
に

現
は
れ
る
ざ
云
ふ
こ
ご
が
假
蔵
せ
ら
れ
て
居
る
ご
云
は
ね

ば
な
ら
ぬ
Q
師
時
塞
が
一
般
相
序
の
輩
な
る
圖
式
こ
し
て

意
労
す
る
所
の
も
の
を
既
に
包
含
し
て
居
る
と
云
は
ね
ば

な
ら
な
い
◎
更
に
物
理
學
の
根
本
方
程
式
に
現
は
れ
る
時

間
及
塞
問
償
の
相
互
的
關
係
を
見
る
に
、
此
庭
に
與
へ
ら

れ
て
居
る
の
は
只
四
次
元
の
世
界
で
あ
る
。
其
世
界
に
於

け
る
出
來
事
の
系
列
一
般
の
濫
訴
騰
で
あ
る
。
時
間
的
規

定
輩
位
量
ε
塞
聞
的
の
そ
れ
ビ
は
少
し
も
離
れ
て
み
な
い

我
々
が
輪
講
的
間
際
ご
時
間
的
連
言
と
の
問
に
、
直
接
把

捉
し
得
る
ご
考
へ
て
居
る
直
槻
的
簸
別
は
、
此
冊
数
霜
崩
規

定
の
中
に
は
何
等
の
職
分
を
演
じ
て
み
な
い
の
で
あ
る
。

併
し
こ
れ
こ
て
時
間
を
物
耳
孔
ご
し
て
、
叉
分
離
し
て
與

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

へ
ら
れ
た
経
験
的
欝
象
ご
し
て
考
べ
る
こ
ビ
を
止
め
た
血

続
的
槻
念
論
に
取
っ
て
は
何
等
恐
る
、
に
は
足
あ
な
い
結

　
　
　
　
　
認
識
論
よ
り
見
宍
ろ
絹
封
性
理
論
（
カ
ッ
シ
ラ
ー
）

果
で
あ
る
。
純
粋
理
念
に
醤
し
て
は
何
等
の
具
艘
的
の
現

實
的
の
並
幅
が
樹
立
し
て
居
る
の
で
は
な
い
。
純
粋
理
念

ε
し
て
の
時
塞
は
、
二
三
原
理
鰐
牲
質
、
師
並
列
及
績
起

の
秩
序
形
式
を
意
駕
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
此
、

時
塞
の
形
式
的
差
異
は
相
磁
性
理
論
ε
錐
も
磨
棄
す
る
謬

で
は
な
い
。
ミ
ン
コ
ウ
ス
キ
ー
が
高
調
す
る
や
う
に
、
何

程
も
一
つ
の
場
所
を
、
一
つ
の
時
間
を
離
れ
て
は
認
め
得

な
い
し
、
叉
一
つ
の
諮
問
を
、
一
つ
の
場
所
を
離
れ
て
は

認
め
得
な
い
事
は
明
で
あ
る
に
し
て
も
、
場
所
的
並
に
時

間
的
擁
別
の
下
に
解
せ
ら
れ
る
所
の
當
の
も
の
の
間
に
存

す
る
限
界
は
、
依
然
ビ
し
て
、
概
念
上
維
持
せ
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
凡
べ
て
の
経
験
的
物
理
的
計
量
に
於
て
、
時

間
ご
蝋
型
ビ
が
相
錯
綜
す
る
に
し
て
も
、
そ
は
爾
者
が
醤

象
規
定
の
仕
方
ご
し
て
根
本
的
に
異
っ
た
も
の
を
意
味
す

る
こ
ご
を
拒
む
も
の
で
は
な
い
。
認
識
論
上
純
粋
時
間
純

粋
室
間
と
名
け
る
も
の
は
、
事
物
や
幽
來
事
の
物
理
的
存

在
ご
名
け
る
も
の
を
與
へ
る
で
も
な
け
れ
ば
、
事
物
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九



282

　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
八
十
四
競

前
に
、
事
物
ご
は
濁
立
に
、
何
等
か
の
意
味
で
或
存
在
を

意
味
す
る
も
の
で
も
な
い
。
時
塞
な
る
純
粋
概
念
が
経
験

的
現
象
か
ら
観
念
上
分
離
し
て
居
る
こ
の
こ
ご
は
、
部
っ

て
爾
者
の
経
験
的
聯
合
を
許
す
ば
か
り
で
な
く
、
却
っ
て

之
を
要
求
し
て
居
る
の
で
あ
る
〇
一
般
相
謝
性
理
論
は
此

此
含
を
新
し
い
意
味
で
謹
明
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
依

っ
て
批
正
説
に
於
け
る
纒
験
ご
思
惟
ご
の
胴
係
の
確
立
が

却
っ
て
鋭
く
云
ひ
現
は
さ
れ
て
居
る
ビ
云
は
ね
ば
な
ら
な

い
。

　
纏
験
論
ご
批
評
的
観
念
論
ご
は
、
共
に
経
瞼
に
決
定
的

任
務
を
許
し
、
凡
べ
て
精
…
確
な
計
量
は
一
般
的
な
経
験
法

難
を
措
定
す
る
ご
云
ふ
黙
に
煽
て
は
相
鳳
致
す
る
。
只
か

や
う
な
維
験
的
計
量
の
可
能
の
基
く
所
の
法
姻
に
如
何
に

し
て
郵
達
す
る
か
、
叉
如
何
な
る
種
類
の
論
理
的
機
能
を

こ
れ
に
許
す
か
ご
云
ふ
臨
融
、
に
至
っ
て
相
分
れ
る
。
或
問
範
圃

を
支
配
す
る
方
程
式
の
獲
見
が
、
固
定
的
の
世
界
像
を
可

能
に
す
る
が
故
に
、
此
方
程
式
が
本
学
の
糞
腸
的
血
膿
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

の
も
の
ご
認
め
ね
ば
な
ら
諏
芝
云
ふ
黙
に
於
て
は
爾
者
全

然
一
致
す
る
根
本
見
解
で
あ
る
Q
只
此
方
程
式
を
確
立
し

且
つ
根
援
付
け
る
仕
方
の
み
が
問
題
ご
な
る
。
槻
念
論
は

主
張
す
る
。
凡
て
の
方
程
式
は
測
定
の
結
果
で
あ
る
。
併

し
凡
べ
て
の
測
短
は
一
定
の
理
論
的
原
理
を
假
定
す
る
。

我
々
は
輩
な
る
瀬
頭
を
測
定
す
る
の
で
は
な
い
。
叉
輩
な

る
威
畳
を
以
て
測
定
す
る
の
で
も
な
い
。
荷
も
何
等
か
の

尺
度
關
係
に
到
達
し
や
う
ビ
な
ら
ば
、
既
に
知
畳
的
灰
與

を
超
脱
し
、
之
を
概
念
的
表
徴
を
以
て
代
用
せ
し
め
て
居

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q
此
表
徴
は
最
早
や
直
接
の
戚
錐
の

中
に
其
道
寓
を
獲
見
す
る
事
は
出
動
な
い
の
で
あ
る
。
此

關
係
を
最
も
明
に
示
す
も
の
は
即
相
劉
性
理
論
で
あ
る
◎

此
理
論
が
経
験
及
欝
欝
に
塞
か
ね
ば
な
ら
な
い
事
は
問
ふ

泡
も
な
い
。
併
し
共
本
質
的
の
貢
献
は
、
競
察
さ
れ
た
事

實
に
謝
し
て
、
與
へ
る
新
し
い
下
五
に
あ
る
Q
惰
性
的
質

量
ご
、
重
量
的
質
量
ご
の
同
一
は
古
い
機
械
學
の
経
験
的

事
實
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
が
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
の
新
し
い
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解
羅
に
よ
っ
て
一
般
相
封
性
理
論
の
中
心
ご
な
さ
れ
た
の

で
あ
る
Q
惰
性
運
動
も
重
力
作
用
も
實
際
に
於
て
は
唯
一

の
現
象
で
あ
っ
て
、
只
違
っ
た
方
面
か
ら
見
ら
れ
或
は
鋼

記
せ
ら
れ
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
。
粋
事
實
か
ら
し
て
、
物

膿
の
蓮
動
に
志
し
て
打
立
て
る
根
本
命
題
は
、
惰
性
及
重

力
現
象
を
等
し
く
包
容
し
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱

こ
ご
は
明
で
あ
ら
う
。
相
鋼
性
理
論
の
か
や
う
な
襲
展
に

は
、
繹
験
的
観
測
の
結
果
か
ら
抽
象
さ
れ
た
経
険
的
命
題

が
少
し
も
慮
り
得
な
い
こ
ご
は
蕊
に
悟
る
こ
ビ
が
出
駕
や

う
、
こ
、
に
は
只
経
験
を
恩
想
的
に
再
現
せ
ん
ご
す
る
仕

方
に
冷
せ
ら
れ
た
要
求
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ア
イ
ン
ス

タ
イ
ン
が
マ
ッ
ハ
か
ら
受
け
た
甚
大
な
激
働
は
、
マ
ソ
バ
が

物
理
學
者
ビ
し
て
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
根
本
概
念
に
加
へ
た
批

評
に
著
て
得
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
マ
ソ
バ
が
そ
れ
か
ら

引
出
し
た
一
般
的
な
哲
學
的
な
脇
結
に
於
て
や
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

相
樹
性
理
論
ご
マ
ッ
ハ
の
哲
學
ご
は
何
等
の
必
然
的
關
聯

を
有
し
な
い
ビ
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
認
識
論
よ
り
兄
力
ろ
相
封
性
埋
論
（
カ
ッ
シ
ラ
ー
）

　
　
　
　
六
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
一
端
ユ

　
　
　
　
　
　
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學

　
相
撃
性
理
論
は
非
ユ
ー
ク
ソ
ッ
ド
幾
何
學
の
可
能
性
の

み
で
な
く
都
響
實
性
迄
も
謹
明
し
た
。
ユ
ー
ク
ソ
ソ
ド
幾

何
學
が
現
認
在
認
識
の
唯
一
の
そ
し
て
本
來
の
可
能
根
糠

で
あ
る
こ
の
見
解
は
、
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
の
重
力
説
の
根

蝶
付
け
ε
建
設
に
於
て
、
フ
」
マ
ン
幾
何
學
の
概
念
や
命

題
が
齎
し
π
法
外
の
兇
猛
に
照
し
て
、
全
然
没
落
せ
ざ
る

を
得
な
い
運
命
に
立
至
っ
た
。
非
ユ
ー
ク
リ
ソ
ド
塞
間
が

唯
一
偽
現
實
的
な
も
の
で
、
ユ
ー
ク
ソ
ソ
ド
塞
問
は
却
っ

て
輩
な
る
可
能
性
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
ご
云
は
ね
ば
な
ら

ぬ
。
併
し
こ
、
に
論
理
學
の
問
題
が
横
は
る
。
非
ユ
ー
ク

フ
ッ
ド
に
も
あ
れ
ユ
ー
ク
ソ
ソ
ド
に
も
あ
れ
、
何
等
か
の

二
間
が
現
實
の
察
間
で
あ
る
ご
の
主
張
は
、
我
々
に
取
っ

て
は
其
意
味
を
失
ふ
、
只
非
ユ
ー
ク
ソ
少
ド
幾
何
學
の
象

徴
ご
、
塞
間
時
間
的
毘
忍
事
の
繹
験
的
雑
多
性
こ
の
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
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一
纏
的
の
關
係
ε
相
序
ご
が
相
立
て
得
ら
れ
る
か
什
う
か

が
問
題
で
あ
る
ρ
そ
し
て
物
理
學
・
が
此
問
題
を
解
決
し
π

・
な
ら
ば
認
識
批
割
は
莫
結
果
に
擁
し
て
何
等
の
意
義
を
挿

む
根
擦
は
な
い
。
何
者
認
識
批
剣
に
於
て
主
張
す
る
塞
問

の
先
天
性
は
、
塞
間
性
一
般
な
る
機
能
に
關
係
す
る
も
の

だ
か
ら
で
あ
る
。
温
故
に
自
然
認
識
の
或
種
の
問
題
の
解

決
の
爲
に
、
純
方
法
論
的
に
見
て
ユ
ー
ク
ソ
ジ
ド
幾
何
學

の
尺
度
規
定
の
代
り
に
、
非
ユ
ー
ク
リ
ジ
ド
幾
何
學
の
夫

を
用
ふ
る
に
し
て
も
何
等
の
差
支
は
な
い
の
で
あ
る
。
只

庇
場
合
注
意
す
べ
ぎ
は
純
粋
数
學
ご
物
理
學
ご
の
間
に
存

す
る
豫
定
調
和
を
ば
素
朴
的
縮
隣
摘
説
の
意
味
に
誤
解
す
る

を
避
け
る
黙
に
あ
る
。
ユ
ー
ク
ジ
ソ
ド
に
も
あ
れ
、
非
ユ

ー
ク
リ
ソ
ド
に
も
あ
れ
、
…
幾
何
學
の
創
造
物
は
存
在
の
世

界
に
於
て
何
事
に
も
直
接
に
其
相
關
者
を
持
つ
も
の
で
は

な
い
Q
共
姜
當
及
翼
理
儂
値
は
其
槻
し
念
的
意
義
に
有
す

る
。
夫
故
に
我
々
が
純
粋
…
幾
何
學
の
或
∵
命
顧
M
に
許
す
礁
…
用

性
は
、
観
念
的
幾
何
學
飽
田
多
性
の
要
素
ご
経
験
的
維
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
〇
二

性
の
そ
れ
ビ
が
何
等
か
の
仕
方
で
直
接
埋
葬
的
に
合
致
せ

し
め
ら
れ
る
瓢
に
存
す
る
の
で
は
な
い
。
複
雑
な
全
然
間

接
的
な
關
係
蓮
關
が
現
は
れ
る
の
で
あ
る
。
純
粋
幾
何
學

の
瓢
、
線
、
布
面
に
射
し
、
戚
性
的
表
象
の
範
園
内
に
模

爲
が
あ
る
謬
で
な
い
。
経
験
的
の
も
の
こ
理
想
的
の
も
の

と
の
聞
に
は
何
等
か
の
度
合
の
顯
似
が
あ
る
こ
か
、
或
は

協
調
間
の
何
等
か
の
差
異
を
半
神
す
る
こ
ε
さ
へ
出
來
な

い
。
爾
者
は
全
然
原
理
上
異
っ
た
も
の
で
あ
る
。
夫
に
も

拘
ら
す
科
學
が
此
爾
者
の
間
に
相
立
て
る
理
論
的
定
立

は
、
科
學
が
此
二
つ
の
系
列
上
の
内
容
上
の
差
異
を
全
然

許
容
し
且
確
保
す
る
ε
共
に
、
其
二
者
の
問
に
一
履
精
密

な
又
完
全
な
相
序
を
相
立
て
ん
ご
試
み
る
鮎
に
有
す
る
Q

個
々
の
幾
何
蛮
的
公
理
が
個
々
の
経
験
ご
比
較
せ
ら
る
べ

き
で
は
な
い
。
物
理
的
経
験
の
全
銀
に
鉗
質
せ
し
め
得
る

の
は
只
一
定
の
公
理
携
系
の
全
農
で
あ
る
。
幾
何
學
上
の

諸
概
念
は
只
文
字
に
過
ぎ
な
い
。
之
等
を
経
験
の
合
法
則

性
の
表
現
ε
し
て
用
ゐ
ん
ご
な
ら
ば
、
之
を
言
葉
に
形
く
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り
、
命
題
に
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
今
観

察
や
掘
測
に
依
っ
て
得
ら
れ
た
或
物
理
的
法
則
を
、
　
一
定

の
公
理
膿
系
で
充
分
粛
軍
に
且
精
密
に
表
現
し
得
な
い
こ

定
が
朋
こ
な
っ
た
場
合
に
は
、
爾
者
の
「
致
の
爲
に
何
れ

を
墾
饗
す
る
も
差
支
な
い
筈
で
あ
る
。
思
惟
は
幾
何
學
的

要
素
よ
り
以
前
に
物
理
的
要
素
を
鍵
製
す
る
こ
ご
も
雲
脚

や
う
し
、
或
は
又
幾
何
學
的
野
法
堂
を
養
解
し
て
も
少
し

も
差
支
な
い
の
で
あ
る
。
何
者
幾
何
學
上
の
公
理
は
興
へ

ら
れ
た
調
書
在
の
筆
力
で
は
な
い
Q
純
輝
な
断
念
的
な
定

立
で
あ
っ
て
、
…
從
っ
て
思
惟
及
認
識
の
膿
系
學
が
課
す
る

法
則
以
外
の
も
の
に
服
古
す
る
必
要
が
な
い
か
ら
で
あ

る
。
併
し
此
場
合
経
験
に
依
っ
て
幾
何
學
的
公
理
を
欝
欝

付
け
得
る
ビ
思
っ
て
は
な
ら
な
い
。
幾
何
學
的
公
理
の
墾

改
ご
は
、
要
す
る
に
種
々
の
論
理
的
に
可
能
な
艦
系
こ
し

て
其
各
々
が
夫
自
身
嚴
密
に
合
理
的
に
根
底
付
け
ら
れ
居

る
も
の
の
間
に
あ
っ
て
、
一
定
の
買
占
を
行
α
、
之
を
具

禮
的
に
使
用
し
現
象
を
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
プ
ラ
ト
ー

　
　
　
　
　
識
論
よ
り
見
歌
る
柑
謝
憧
雌
諭
（
カ
ヅ
ジ
ラ
ー
）

的
に
云
へ
ば
現
象
が
理
念
に
於
て
計
ら
れ
る
の
で
あ
る
、

師
幾
何
學
の
根
祇
に
着
て
計
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
逆
に

後
者
が
直
接
戚
性
酌
現
象
か
ら
讃
取
ら
れ
る
の
で
は
な

い
。

　
か
や
う
な
意
味
で
非
ユ
ー
ク
リ
ン
ド
幾
何
學
の
物
理
的

経
験
に
劉
す
る
意
義
を
許
す
ご
し
て
、
之
ε
ユ
｝
ク
リ
ッ

ー3

�
ｽ
學
ご
の
歴
別
を
如
何
な
る
黙
に
求
む
べ
き
で
あ
ら

う
か
。
此
麗
別
は
一
般
的
男
達
理
論
的
規
定
の
中
に
其
根

底
を
罎
ぐ
も
の
で
あ
る
◎
ユ
ー
ク
ジ
ソ
ド
幾
何
學
が
、
物

理
學
の
範
圃
に
於
て
、
從
來
保
有
し
て
居
た
濁
裁
罐
を
見

捨
て
ね
ば
な
ら
な
い
に
し
て
も
、
其
黙
念
的
構
成
に
於
て

根
本
的
の
輩
純
性
を
有
し
、
論
理
上
特
殊
な
除
外
偽
の
位

置
を
有
す
る
こ
ご
は
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
事

は
一
般
相
醤
性
理
論
に
於
て
物
理
學
の
言
葉
で
蓮
べ
て
居

る
所
の
も
の
を
、
論
理
學
の
言
葉
に
反
課
す
る
な
ら
ば
直

に
了
解
し
得
る
こ
ご
で
あ
る
。
ユ
ー
ク
フ
ソ
ド
幾
何
學
は

其
特
有
な
一
定
の
相
撃
論
に
依
存
す
る
。
不
礎
の
強
率
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
〇
三
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螂　
有
す
る
空
間
幾
何
學
ご
し
て
一
切
の
場
所
駁
撃
さ
の
透
徹

　
的
相
差
性
に
よ
っ
て
現
は
さ
れ
る
。
其
形
式
規
定
は
或
絶

　
・
饗
的
な
大
さ
の
規
定
か
ら
は
原
理
上
猫
立
な
も
の
で
あ

　
　
る
。
凡
て
の
絶
封
的
な
大
さ
に
醤
し
て
ユ
ー
ク
ソ
ッ
ド
幾

　
何
學
が
無
記
で
あ
る
こ
ご
、
撃
っ
て
生
じ
豪
る
ユ
ー
ク
フ

　
シ
ド
塞
間
内
の
個
々
の
黙
が
、
規
定
性
を
欠
き
、
特
性
を

　
思
い
で
居
る
こ
ご
が
、
ユ
ー
ク
ジ
ッ
ド
幾
何
學
の
論
理
的

　
積
極
的
の
経
輪
質
を
形
く
る
Q
…
此
黙
に
於
て
之
は
甑
餓
密
な
論

　
　
理
的
の
意
味
で
最
簡
な
の
で
あ
る
。
何
者
規
定
を
欠
い
た

　
も
の
の
定
立
は
、
夫
に
結
合
し
得
る
遙
に
複
雑
な
定
立
及

　
規
定
の
根
祇
ε
し
て
役
立
つ
か
ら
石
あ
る
。
ポ
ァ
ン
カ
レ

　
　
が
云
っ
て
居
る
や
う
に
、
星
斗
蹴
性
は
一
次
多
項
数
が
二

　
次
多
項
数
よ
り
簡
輩
ご
云
ふ
ご
同
じ
三
昧
に
於
て
簡
軍
な

　
　
の
で
あ
る
。

　
　
　
一
般
相
樹
性
理
論
の
爽
展
に
於
て
も
此
ユ
ー
ク
ソ
ソ
ド

　
幾
何
學
の
方
法
的
優
越
を
其
黒
鍵
化
せ
し
め
な
い
で
存
立

　
　
せ
し
め
る
。
郎
此
説
に
於
て
は
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
、
の
尺
度
規

一
C
断

定
は
最
早
や
繕
醤
的
の
も
の
で
は
な
い
が
、
物
理
的
條
件

の
一
定
の
簡
軍
さ
を
有
し
て
居
る
或
原
本
的
の
範
園
に
於

て
は
要
」
下
す
る
。
無
限
小
の
四
次
元
領
…
域
に
於
て
は
、
ユ

ー
ク
リ
ッ
ー
3
基
礎
尺
度
が
適
切
な
の
で
あ
る
。
等
質
的
な

ユ
ー
ク
ソ
ッ
ド
塞
間
の
純
粋
機
能
は
、
此
説
に
依
っ
て
決

し
て
動
揺
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
な
く
、
却
っ
て
猛
々
鋭
く

か
く
の
如
き
も
の
ご
し
て
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
固
よ
，

り
之
は
何
等
か
の
意
味
に
撃
て
輿
へ
ら
れ
た
も
の
定
考
へ

ら
れ
な
い
◎
併
し
其
理
念
的
意
義
は
決
し
て
増
損
せ
ら
れ

る
課
で
は
な
い
。
ユ
ー
ク
リ
ソ
ー
3
の
直
接
の
概
念
は
ヘ
ル

ム
ホ
ル
ッ
も
云
っ
て
居
る
雲
上
、
一
定
の
物
理
的
槻
測
の

一
般
化
ビ
考
へ
て
は
な
ら
な
い
。
純
理
想
的
概
念
ε
し
て

把
捉
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
所
謂

綜
合
的
統
一
ε
し
て
の
定
立
が
幾
何
學
的
公
理
で
あ
り
、

其
晶
系
の
全
膿
が
劃
象
認
識
の
可
能
の
原
理
ビ
し
て
之
に

釣
署
す
る
。
此
際
幾
何
學
的
公
理
の
早
替
が
果
し
て
此
諜

務
に
癒
は
し
い
か
否
か
は
、
之
等
を
建
築
石
こ
し
て
理
論
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的
に
欝
象
を
構
成
し
、
其
結
果
ビ
槻
測
の
結
果
ご
を
比
較

し
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
此
場
合
方
法
的
の
簡
軍
さ
を
持
っ

て
居
る
要
素
が
暖
し
も
霞
然
法
期
の
建
設
に
如
し
て
内
容

的
に
も
充
分
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
ア
プ
リ
オ
ソ
に
要
求

せ
ら
れ
る
鐸
で
は
な
い
。

　
相
魔
性
理
論
の
必
然
的
の
一
の
女
結
は
世
界
全
騰
に
姜

當
す
る
や
う
な
不
善
的
に
與
へ
ら
れ
π
尺
度
幾
何
學
は
存

在
し
な
い
ご
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
Q
石
間
の
尺
度
關
係
が
重

力
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
依
っ
て
規
定
せ
ら
れ
、
此
重
カ
ボ
ラ

ン
シ
ヤ
ル
は
場
所
に
依
っ
て
異
る
ε
す
れ
ば
、
二
間
及
現

實
在
の
全
艦
に
配
し
て
、
統
一
的
な
幾
何
學
な
る
も
の
は

一
般
に
存
在
し
得
な
い
，
謬
で
あ
る
。
種
々
の
位
置
に
於
け

る
重
力
野
の
特
性
に
從
っ
て
幾
何
學
的
規
定
の
種
々
の
形

式
が
入
込
む
。
こ
は
』
見
不
可
思
議
の
や
う
で
あ
る
が
、

實
は
、
塞
聞
間
題
が
一
般
に
實
禮
論
的
意
義
を
失
っ
た
事

を
撞
く
表
明
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
實
在
問
題
の
代

わ
に
純
方
法
的
問
題
が
現
は
れ
旋
の
で
あ
る
。
ユ
ー
ク
フ

　
　
　
　
　
認
識
論
よ
り
見
乳
ろ
絹
野
性
理
論
ハ
カ
ッ
シ
ラ
ー
）

ソ
ド
に
し
て
、
ロ
バ
チ
エ
フ
ス
キ
ー
に
し
ろ
、
フ
ー
マ
ン

に
し
ろ
塞
間
に
移
し
て
何
等
か
扁
定
の
性
質
を
蹄
属
せ
し

め
る
こ
ご
が
重
要
な
の
で
は
な
い
。
自
然
現
象
を
記
述
す

る
に
當
っ
て
、
幾
何
學
的
愈
愈
の
種
々
の
総
括
を
．
如
何

に
使
用
す
べ
き
か
や
重
要
な
の
で
あ
る
Q
之
等
の
総
括
を

夫
々
特
別
な
塞
間
ご
し
て
現
は
す
な
ら
ば
、
凡
て
之
等
の

姦
濫
が
一
つ
の
直
槻
的
な
全
腱
に
統
一
さ
れ
る
ざ
考
へ
て

は
な
ら
な
い
。
認
識
批
判
に
於
て
純
粋
直
槻
ビ
名
け
る
察

間
は
只
理
念
的
の
も
の
で
あ
り
、
此
慮
で
云
ふ
夫
々
の
塞

間
は
、
尺
度
醐
係
尺
度
規
定
を
表
現
す
る
も
の
に
過
ぎ
な

い
。
相
凱
性
理
論
は
實
騰
論
的
に
種
々
の
塞
閥
の
存
在
及

共
在
を
云
爲
す
る
代
り
に
、
純
方
法
論
的
に
、
一
定
の
物

．
理
的
雑
多
性
を
記
述
す
る
場
合
に
種
々
の
幾
何
學
的
概
念

言
語
を
雨
露
す
る
の
可
能
性
及
必
然
性
か
云
愛
す
る
の
で

あ
る
。

　
，
ユ
ー
ク
リ
ソ
ド
幾
何
學
の
本
方
の
優
越
便
値
は
、
一
見

し
だ
所
で
は
、
莫
具
膿
的
直
親
的
規
定
性
に
あ
る
か
に
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
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え
る
。
そ
し
て
他
の
幾
何
學
は
塞
虚
な
軍
な
る
論
理
的
可

能
性
に
過
ぎ
な
い
ご
思
は
れ
る
。
併
し
乍
ら
よ
く
考
察
す

れ
ば
、
純
二
五
な
ユ
ー
ク
リ
ッ
ー
3
藩
学
四
は
郷
｝
験
的
物
理
的
認

識
が
提
出
し
て
居
る
原
理
的
要
求
に
濾
し
て
は
却
っ
て
縁

遠
い
も
の
で
あ
る
こ
ご
が
明
こ
な
る
で
あ
ら
う
。
何
者
、

之
は
塞
聞
的
規
定
の
中
論
理
的
に
最
も
簡
軍
な
形
式
を
現
・

は
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
経
瞼
的
な
も
の
の
内
容
の
復
雑

に
食
し
、
又
其
内
容
的
規
定
性
に
醤
し
、
充
分
適
達
し
な

い
か
ら
で
あ
る
。
等
質
的
ご
云
ふ
其
根
本
性
質
が
却
っ
て

其
抽
象
的
な
る
を
示
す
の
で
あ
る
。
何
者
具
禮
的
な
経
験

的
な
雑
多
の
中
に
は
か
や
う
な
同
機
性
は
何
庭
に
も
見
出

さ
れ
な
い
。
只
透
徹
的
な
分
化
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
で

も
し
、
幾
何
學
的
關
係
の
範
園
内
で
、
此
分
化
の
事
實
を

概
念
的
に
現
は
さ
う
ご
す
る
場
合
に
は
、
異
種
の
問
題
の

方
に
幾
何
學
的
概
念
語
を
更
に
登
直
せ
し
め
る
よ
り
外
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

な
い
。
此
畳
語
の
結
果
が
罪
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
ご
な

っ
て
現
は
れ
る
。
此
震
一
に
於
て
は
○
な
る
曲
拳
を
持
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

特
殊
な
ミ
次
元
的
雑
多
ご
云
ふ
概
念
が
、
種
々
の
曲
率
を

持
つ
π
雑
多
の
一
位
系
ご
云
ふ
思
想
に
籏
張
せ
ら
れ
、
之

に
依
っ
て
複
蕪
な
雑
多
を
征
服
す
る
新
し
い
理
念
的
準
備

が
な
さ
れ
だ
の
で
あ
る
Q
非
ユ
ー
ク
ソ
ッ
ド
幾
何
學
が
初

め
て
現
は
れ
た
時
は
、
全
然
経
験
…
的
意
義
が
な
い
や
う
に

考
へ
ら
れ
ヤ
縁
り
れ
ざ
、
豊
田
中
に
既
に
其
後
経
験
が
道
W
か
れ

行
く
べ
き
問
題
や
課
題
が
云
は
や
思
想
的
に
準
備
せ
ら
れ

て
居
た
の
で
あ
る
。
思
惟
が
具
騰
的
な
る
も
の
経
験
的
な

る
も
の
ご
開
園
し
、
其
法
則
的
焼
定
の
要
求
を
蒲
足
せ
し

め
る
爲
に
、
己
自
身
の
規
定
手
段
を
盆
々
着
く
し
、
盆
々

精
巧
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、
此
開
係
を
最
も
よ
く
示
す
も

の
が
相
醤
性
理
論
で
あ
る
ご
云
っ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
物

理
的
思
惟
が
進
歩
す
れ
ば
進
歩
す
る
程
、
素
朴
實
在
論
の

終
始
し
て
居
る
直
接
の
所
與
の
世
界
は
粒
々
眼
界
か
ら
失

は
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
し
か
も
物
理
行
者
は
之
等
の
最

高
の
抽
象
の
中
に
、
蕩
し
い
豊
富
な
意
昧
に
於
け
る
彼
の

實
在
を
登
位
し
得
る
ご
信
じ
て
居
る
の
で
あ
る
。



2SD

　
　
　
　
七
、
相
国
性
理
論
ご
相
封

　
　
　
　
　
　
　
性
の
問
題

　
今
迄
述
べ
て
來
た
所
は
、
相
樹
性
理
論
の
提
出
す
る
新

し
い
自
然
概
念
封
象
概
念
は
、
如
何
に
し
て
物
理
的
思
惟

の
形
式
の
中
に
根
煮
付
け
ら
れ
、
福
相
悟
性
理
論
が
此
形

式
を
如
何
な
る
明
瞭
さ
に
於
て
表
明
し
て
居
る
か
を
明
に

せ
ん
ご
す
る
に
あ
っ
た
。
元
來
物
理
的
思
惟
は
、
自
然
の

心
象
の
み
を
純
粋
な
無
腰
性
の
中
に
規
定
せ
ん
ご
す
る
も

の
で
、
プ
ラ
ン
ク
が
云
ふ
や
う
に
、
擬
人
的
要
素
か
ら
の

縄
え
ざ
る
解
放
が
物
理
的
認
識
の
進
歩
の
特
徴
あ
る
に
し

て
も
、
之
は
決
し
て
認
識
批
鋼
に
所
謂
、
宝
槻
の
形
式
か

ら
解
放
せ
ら
れ
る
ε
云
ふ
意
味
で
は
な
い
。
此
意
味
を
最

も
よ
く
示
す
も
の
が
還
相
醤
性
理
論
で
あ
る
ご
云
っ
て
も

’
い
、
で
あ
ら
．
0
0
何
者
、
相
劃
性
原
理
は
同
時
に
客
槻
的

に
し
て
主
骨
的
、
鋼
象
的
に
し
て
方
法
的
意
味
を
有
す
る

．
か
ら
で
あ
る
。
自
然
異
象
の
相
饗
化
、
純
粋
尺
度
關
係
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
’
認
識
論
よ
り
見
雲
る
祁
灘
性
理
論
（
カ
ッ
シ
ラ
ー
）

の
融
解
之
邸
物
理
的
理
解
の
態
度
の
核
心
で
あ
る
。

　
併
し
此
相
甥
性
の
要
請
が
物
理
的
樹
象
概
念
の
最
も
純

紳
な
一
般
的
表
現
で
あ
る
に
し
て
も
、
認
識
批
判
の
立
場

か
ら
す
れ
ば
、
此
物
理
的
劉
象
を
直
に
絶
謝
的
實
在
の
表

示
ご
考
へ
て
は
な
ら
な
い
、
そ
は
只
か
、
る
實
在
の
鳳
面

的
把
捉
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
眞
に
一
般
的
な
認
識
批

到
の
任
務
は
、
世
界
了
解
世
界
認
識
の
形
式
の
雑
多
禮
を

一
機
化
せ
す
其
儘
に
存
立
せ
し
む
る
所
に
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
か
く
し
て
此
慮
に
数
學
的
墨
黒
、
物
理
的
鋤
象
、
化

學
的
醤
象
等
の
蓬
別
が
存
立
す
る
の
み
で
な
く
、
之
等
凡

べ
て
の
理
論
的
科
學
的
認
識
の
全
部
に
黒
し
て
、
濁
立
な

予
期
性
を
有
す
る
他
の
形
式
、
例
へ
ば
倫
理
的
、
美
的
形
式

が
樹
立
す
る
こ
ε
、
な
り
、
之
等
形
式
の
全
膿
を
最
絡
の

形
而
上
的
統
叫
に
統
括
せ
ん
ご
す
る
時
に
、
初
め
て
實
在

の
眞
實
な
具
膿
的
内
容
の
豊
富
性
が
展
開
せ
ら
れ
る
の
で

あ
る
Q
併
し
か
や
う
な
最
絡
の
一
義
的
の
現
實
在
が
若
し

一
般
に
把
捉
せ
ら
れ
る
ざ
す
れ
ば
そ
れ
は
只
理
念
こ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
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で
あ
ら
う
。
此
可
能
的
な
現
實
在
の
概
念
の
中
か
ら
、
其

一
部
分
を
取
出
し
て
之
を
他
の
凡
べ
て
の
も
の
に
樹
す
る

原
型
ご
考
．
へ
る
所
に
、
素
朴
實
在
論
や
濁
断
的
形
南
上
學

の
誤
謬
が
生
す
る
◎
騰
系
的
哲
學
は
世
界
像
を
此
偏
局
性

か
ら
自
由
に
し
、
象
微
的
形
式
の
全
的
を
把
握
し
、
其
各

々
の
確
實
な
位
置
を
全
禮
の
中
に
摘
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
此
警
務
が
解
決
せ
ら
れ
た
ビ
考
へ
る
な
ら
ば
、
初

め
て
特
殊
の
認
識
形
式
が
理
論
的
、
倫
理
的
、
美
的
、
宗

鍛
的
の
世
界
了
解
の
一
般
形
式
ざ
同
じ
く
、
其
三
論
を
確

保
し
且
其
限
堺
が
指
示
さ
れ
る
こ
ご
に
な
る
で
あ
ら
う
。

か
く
な
れ
ば
個
々
の
形
式
は
、
絶
学
的
の
意
味
を
失
ひ
、

相
互
に
老
樹
的
こ
な
）
、
全
禮
の
形
式
の
膿
系
的
総
膿
が

翼
理
艦
影
實
在
の
表
現
ご
し
て
姜
平
す
る
こ
ざ
こ
な
る
で

あ
ら
う
。

　
併
し
今
は
之
等
の
一
般
問
題
に
深
入
す
る
こ
ご
を
避
け

や
う
。
そ
し
て
此
慮
で
は
輩
に
此
一
般
問
題
か
ら
し
℃
、

物
理
的
問
題
提
出
其
者
の
中
に
必
然
的
に
含
有
せ
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八

其
限
界
を
指
示
す
る
に
止
め
や
う
。
凡
て
の
物
理
學
は
現

象
を
其
可
量
性
の
見
地
に
於
て
考
察
す
る
。
存
在
ご
出
雍

事
を
ば
数
の
秩
序
の
中
に
融
解
せ
ん
ε
す
る
の
で
あ
る
。

相
醤
性
理
論
は
正
し
く
此
根
本
傾
向
を
景
も
鋭
く
表
現
す

る
も
の
ε
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
邸
之
は
時
塞
連
績
膿
の

凡
て
の
黙
に
鋤
し
て
四
つ
の
数
×
”
×
騨
解
織
を
結
合
す

る
。
凡
て
の
質
は
純
粋
数
償
値
に
愛
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

凡
て
の
戚
畳
的
直
槻
的
異
種
性
は
、
純
粋
な
同
種
性
の
申

に
化
し
去
る
の
で
あ
る
。
古
血
ハ
的
機
械
嶺
桜
物
理
學
で
は

此
概
念
構
成
の
目
的
を
、
戚
畳
韻
所
書
の
雑
多
性
を
ユ
ー

ク
ソ
ソ
ド
幾
何
學
の
等
質
的
塞
聞
及
等
質
的
時
間
に
關
係

せ
し
め
る
こ
ε
に
依
っ
て
夢
違
し
や
う
ご
努
力
し
た
の
で

あ
る
が
、
省
等
質
的
な
二
つ
の
根
本
形
式
を
相
劉
立
せ
し

め
て
居
る
限
り
に
於
て
、
嚴
密
な
圃
種
馬
の
理
想
に
は
達

し
て
居
ら
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
相
野
性
理
論
に
至
っ

て
は
、
戚
畳
の
差
異
の
み
で
な
く
、
塞
問
的
時
間
的
規
定

迄
も
数
規
定
の
統
一
の
中
に
爆
揚
ぜ
ん
ご
す
る
も
の
で
あ
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る
Q
言
言
ε
云
ふ
立
場
か
ら
は
こ
は
甚
だ
理
解
し
難
く
見

え
や
う
け
れ
ざ
、
こ
、
に
物
理
的
客
槻
化
の
方
途
が
明
瞭

に
示
さ
れ
て
居
る
ご
云
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
数
學
的
物
理

學
は
、
圭
四
重
に
騰
験
さ
れ
た
質
を
、
純
客
観
的
な
数
規
定

に
融
解
す
る
に
何
等
の
拘
束
を
受
け
る
も
の
で
は
な
い
。

何
者
、
凡
て
の
質
を
量
に
、
凡
て
の
特
殊
形
態
を
一
般
的

秩
序
圏
式
に
鍵
輸
し
、
此
墾
改
に
依
っ
て
、
初
め
て
之
を

血
忌
帥
に
把
捉
せ
ん
ε
す
る
の
が
、
数
學
的
物
理
學
の
認

識
課
務
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
薄
野
は
此
論

理
的
意
義
を
充
分
是
認
し
、
且
つ
同
時
に
其
慮
に
論
理
的

被
胴
約
性
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
帥
特
殊
の
物
理
的
理

論
は
扁
般
物
理
學
の
統
一
的
認
識
意
志
に
依
っ
て
初
め
て

其
一
定
の
意
義
ご
内
癖
ご
を
受
取
る
の
で
あ
っ
て
、
凡
て

の
特
殊
概
念
は
、
認
識
の
目
的
の
墾
化
ビ
同
時
に
、
其
表

現
冠
形
式
ε
を
異
に
す
る
こ
ピ
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
・

認
識
の
模
爲
説
が
簡
軍
な
同
一
性
を
求
め
る
所
に
、
認
識

の
機
能
説
は
、
個
々
形
式
の
透
徹
的
差
2
4
性
ε
同
時
に
、

　
　
　
　
　
認
識
論
よ
り
見
穴
る
相
蟄
性
理
論
（
カ
ッ
シ
ラ
↓

透
徹
花
原
習
性
ビ
を
鼻
取
し
ゃ
う
召
す
る
。
從
っ
て
直
接

の
燈
瞼
的
内
容
ビ
．
し
て
見
ら
れ
る
時
塞
ε
、
物
理
的
理
論

に
於
て
許
さ
れ
る
時
代
ε
が
、
種
別
的
に
異
っ
て
解
せ
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
極
め
て
明
臼
な
こ
ε
で
あ
っ

て
、
相
鋤
性
理
論
は
之
を
充
分
明
に
し
た
ε
云
ひ
得
る
で

あ
ら
う
。

　
主
概
言
現
象
的
時
塞
ε
不
潔
的
数
量
的
蒋
塞
ビ
の
間
に

存
す
る
戴
立
は
、
一
見
之
等
に
共
通
ε
見
え
る
一
つ
の
性

質
、
即
命
毛
に
就
い
て
考
察
す
れ
ば
濡
々
厳
く
現
れ
る
で

あ
ら
う
。
数
量
潜
の
見
る
連
績
は
蓮
績
の
純
膿
験
的
質
で

は
な
い
。
時
間
的
善
導
の
中
に
嚴
密
に
庭
別
さ
れ
た
時
間

黙
の
、
無
限
で
は
あ
る
が
一
つ
の
総
計
を
見
る
。
形
而
上
的

心
理
老
者
は
、
時
間
的
持
績
を
一
の
有
機
的
統
一
ご
見
る

然
る
に
認
識
批
鋼
は
種
々
の
認
識
の
間
に
於
て
撰
揮
を
試

み
る
も
の
で
は
な
い
。
夫
等
の
各
々
が
有
す
る
意
義
を
明

に
し
、
相
互
め
限
界
を
明
に
す
る
に
あ
る
。
之
に
依
っ
て

初
め
て
其
各
々
が
認
識
論
的
根
門
付
け
を
獲
得
す
る
の
で
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
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誓
畢
研
究
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入
十
四
號

あ
る
。
か
や
う
に
考
へ
て
穿
れ
ば
、
相
醤
性
理
論
が
遍
歴

概
念
．
の
数
量
化
に
於
て
取
っ
た
推
理
の
方
向
は
、
毫
も
警

む
に
足
ら
な
い
事
が
明
で
あ
ら
う
Q
夫
ご
同
時
に
直
接
膿

駿
の
塞
時
の
形
式
ご
、
問
接
的
理
解
の
夫
ご
が
、
果
し
て

何
れ
が
煙
雲
在
を
表
現
す
る
か
ビ
の
疑
問
は
、
最
早
や
致
ハ

意
味
を
失
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
爾
若
は
共

に
、
我
々
が
世
界
ご
名
け
て
居
る
複
合
膿
に
於
け
る
不
可

敏
の
要
素
な
の
で
あ
る
。
一
方
に
於
て
は
物
理
學
者
、
他

方
に
於
て
は
形
而
上
的
心
理
學
者
が
、
一
を
他
よ
り
優
れ

る
も
の
ε
思
惟
す
る
な
ら
ば
、
何
れ
も
現
實
在
を
規
定
す

る
認
識
規
定
を
、
誤
っ
て
絶
醤
化
す
る
も
の
ご
云
は
ね
ば

な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
於
け
る
薮
學
的
時

間
ε
、
ベ
ン
グ
ソ
ン
に
於
け
る
純
輝
輝
績
ご
は
、
意
識
立

脚
黙
の
相
蓮
か
ら
摩
る
差
2
4
で
あ
っ
て
何
れ
を
眞
の
時
間

ε
は
云
ひ
得
な
い
で
あ
ら
う
。
　
一
は
客
槻
号
鈴
來
事
に
翻

し
て
、
其
統
一
的
な
一
義
的
な
尺
度
を
得
ん
こ
し
、
他
は

重
出
椿
事
を
其
主
田
舞
内
面
性
に
於
て
確
保
せ
ん
こ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

其
何
れ
も
が
意
義
ご
必
然
性
を
有
す
る
け
れ
ざ
も
、
叉
同

時
に
何
れ
も
ぞ
れ
の
み
で
理
想
的
意
味
に
於
け
る
實
在
の

事
實
的
忍
事
を
風
雲
す
る
に
充
分
で
な
い
。
碁
聖
的
主
槻

全
膿
の
澁
観
に
到
達
す
る
爲
に
は
、
数
學
者
心
理
學
者
の

根
祇
に
存
す
る
象
徴
を
、
象
徴
ご
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
歎
學
者
や
数
學
的
物
理
學
者
は
、
現
實
在
の

世
界
を
ば
、
其
尺
度
の
世
界
ご
直
接
同
一
だ
ε
す
る
危
瞼

に
隔
り
易
く
、
形
而
上
的
心
理
聖
者
は
、
数
學
を
慮
用
目

的
に
の
み
局
限
せ
ん
ご
し
て
．
準
婚
の
最
も
純
粋
な
深
い

理
念
的
内
容
を
失
ふ
傾
が
あ
る
Q
此
極
端
に
相
反
し
π
二

つ
の
時
塞
概
念
の
中
聞
に
、
術
種
々
の
時
塞
概
念
の
介
在

を
察
κ
郷
す
る
こ
ご
が
出
営
る
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
歴
史
家

の
時
間
の
如
き
は
数
學
者
や
物
理
學
者
、
叉
心
理
學
者
の

時
間
と
同
一
で
は
な
い
。
夫
故
に
時
塞
が
實
際
何
者
で
あ

る
か
ε
云
ふ
事
は
、
其
精
製
的
な
意
味
色
合
の
豊
富
性
を

充
分
透
槻
し
、
夫
等
の
意
味
色
合
が
從
慰
し
説
服
從
す
る

透
徹
的
且
包
括
的
の
形
式
法
則
を
其
豊
冨
性
の
中
に
確
保



す
る
事
が
出
來
た
時
に
、
初
め
て
哲
學
的
の
意
味
に
於
て

決
定
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
相
封
性
理
論
は
哲
學
的
課
務

を
は
其
解
決
に
向
っ
て
導
く
こ
ご
は
出
來
な
い
。
そ
は
物

理
的
理
論
ご
し
て
、
時
間
及
塞
間
が
纒
験
的
物
理
的
計
量

の
腱
系
の
中
に
所
有
す
る
意
義
を
登
展
せ
し
め
て
居
る
に

…
遇
ぎ
な
い
。
此
意
味
に
於
て
此
理
論
に
樹
す
る
最
絡
の
判

漸
は
全
然
物
理
學
に
從
鷹
す
る
。
郎
果
し
て
此
理
論
が
提

唱
｝
す
る
世
一
界
槻
は
確
容
ハ
な
理
論
的
根
樵
岬
に
立
っ
て
居
る
か

否
か
は
充
分
な
賢
験
的
保
謹
に
依
っ
て
決
定
せ
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
認
識
論
は
豫
め
之
に
甥
し
て

何
等
の
決
定
を
下
す
こ
ご
は
鵠
來
な
い
の
で
あ
る
。
（
完
）
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認
識
論
よ
り
見
六
る
枳
欝
性
理
論
（
カ
ヅ
シ
ラ
ー
）
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